
「
惣
無
事
」
は
あ
れ
ど
「
惣
無
事
令
」
は
な
し

藤

井

譲

ム
ロ、
γ

門
要
約
】
　
藤
木
久
志
氏
が
一
九
七
八
年
に
提
起
し
た
「
惣
無
事
令
」
論
を
、
丁
令
」
の
性
格
に
注
目
し
、
そ
の
存
立
の
正
否
に
つ
い
て
論
じ
た
。
ま
ず
氏

の
「
惣
無
事
令
」
論
と
そ
の
後
の
研
究
史
を
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
氏
が
「
惣
無
事
令
」
を
最
初
に
見
い
だ
し
た
一
二
月
三
日
付
の
秀
吉
直
書
の
性
格
を

検
討
し
、
「
惣
無
事
」
の
意
味
、
直
書
に
あ
る
「
惣
無
事
之
儀
今
度
家
康
二
被
仰
付
候
」
の
解
釈
、
返
書
と
し
て
の
性
格
、
地
域
的
ズ
レ
に
つ
い
て
述
べ
、

こ
の
直
書
を
「
ひ
ろ
く
関
東
・
奥
羽
に
わ
た
る
天
下
～
統
の
実
現
を
め
ざ
し
て
発
し
た
大
き
な
停
戦
命
令
扁
と
す
る
氏
の
位
置
づ
け
は
成
立
せ
ず
、
さ
ら

に
、
秀
吉
が
か
か
わ
っ
た
「
惣
無
事
扁
を
具
体
的
に
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
的
・
時
事
的
な
も
の
で
あ
り
、
氏
が
想
定
し
た
広
域
的
か
つ
持
続
性
の

あ
る
「
令
」
の
姿
を
そ
こ
に
は
確
認
で
き
な
い
と
し
た
。
最
後
に
氏
の
「
惣
無
事
令
漏
を
前
提
と
し
た
と
き
、
そ
れ
に
興
行
・
逸
脱
す
る
事
例
の
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
広
域
的
・
持
続
的
な
「
令
」
の
存
在
に
疑
義
を
呈
し
、
全
体
と
し
て
氏
の
「
惣
無
事
令
」
論
は
存
立
し
え
な
い
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
三
巻
三
号
　
二
〇
一
〇
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

藤
木
久
志
氏
が
一
九
七
八
年
に
提
起
し
た
「
惣
無
事
令
」
は
、
定
説
化
し
た
か
に
み
え
た
が
、
近
年
、
様
々
な
角
度
か
ら
、
そ
の
存
在
そ
の

も
の
を
含
め
、
疑
義
や
批
判
が
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
「
令
」
と
い
う
語
と
そ
の
意
味
す
る
と
こ

う
に
焦
点
を
絞
り
、
氏
の
「
惣
無
事
令
」
を
批
判
的
に
検
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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藤
木
氏
の
「
惣
無
事
令
」
は
、
最
初
に
東
国
諸
領
主
宛
に
出
さ
れ
た
三
通
の
一
二
月
三
日
付
秀
吉
直
書
を
根
拠
に
提
起
さ
れ
た
初
発
の
段
階

か
ら
、
「
四
国
国
分
」
「
九
州
停
戦
令
」
の
「
惣
無
事
令
」
へ
の
組
み
込
み
、
天
正
～
五
年
（
一
五
八
七
）
と
し
た
「
惣
無
事
令
」
を
遡
る
初
野

の
発
見
、
そ
の
法
源
を
関
白
任
官
に
求
め
る
な
ど
変
遷
、
成
長
を
遂
げ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
氏
の
「
惣
無
事
令
」
は
、
停
戦
命
令
、

当
知
行
の
暫
定
的
安
堵
、
公
の
裁
定
、
不
服
従
者
の
公
に
よ
る
制
裁
、
を
内
容
と
す
る
豊
臣
政
権
の
天
下
統
一
に
あ
た
っ
て
の
政
策
基
調
で
あ

り
、
そ
の
権
限
は
、
天
正
一
三
年
の
関
自
任
官
に
よ
っ
て
秀
吉
が
手
に
し
た
と
す
る
。
ち
な
み
に
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
惣
無
事
令
と
い
う
構
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
一
二
世
紀
中
期
ド
イ
ツ
の
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
（
帝
国
平
和
令
）
や
そ
の
武
器
規
制
条
項
に
示
唆
を
受
け
た
と
し
て
い
る
。

　
秀
吉
あ
る
い
は
豊
臣
政
権
が
、
関
白
任
官
を
機
に
領
土
習
熟
を
自
ら
の
も
の
と
し
、
明
確
な
政
権
構
想
の
も
と
に
天
下
統
一
を
推
し
進
め
た

と
す
る
こ
の
理
解
は
、
豊
臣
政
権
の
性
格
に
高
い
戦
略
性
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
果
た
し
て
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　
「
惣
無
事
令
」
を
め
ぐ
る
研
究
史
の
詳
細
は
第
一
章
第
二
章
で
述
べ
る
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
本
稿
が
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
論
点

を
あ
ら
か
じ
め
示
し
て
お
こ
う
。
そ
の
中
心
は
、
藤
木
氏
が
「
惣
無
事
」
の
個
別
的
・
時
事
的
性
格
を
排
除
し
広
域
的
か
つ
持
続
的
性
格
を
も

つ
「
令
」
と
し
て
そ
れ
を
位
置
づ
け
た
こ
と
の
是
非
で
あ
る
。
そ
の
是
非
を
問
う
に
あ
た
っ
て
、
氏
が
「
惣
無
事
令
」
の
内
容
と
し
た
事
柄
そ

の
も
の
、
秀
吉
が
「
惣
無
事
温
州
」
を
命
じ
た
の
は
紛
争
当
事
者
で
は
な
く
そ
の
仲
介
者
で
あ
っ
た
点
、
「
惣
無
事
」
の
個
別
性
・
時
事
性
、

「
惣
無
事
令
」
の
法
源
と
も
い
え
る
「
領
土
高
権
」
掌
握
、
藤
木
氏
の
「
惣
無
事
令
」
を
前
提
と
し
た
と
き
そ
れ
に
愚
行
あ
る
い
は
逸
脱
す
る

事
例
の
検
証
と
い
っ
た
諸
点
を
具
体
的
に
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
、
藤
木
氏
の
「
惣
無
事
令
」
形
成
の
過
程
、
そ
れ
へ
の
批
判
を
中
心
と
し
た
研

究
史
を
跡
付
け
て
い
く
。

①
『
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社
会
隔
東
京
大
学
繊
版
会
、
一
九
八
五
年
、
序
v
頁
。
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第
一
章
　
藤
木
氏
の
「
惣
無
事
令
」
論
の
形
成
過
程

こ
こ
で
は
、
藤
木
氏
の
「
惣
無
事
令
」
が
ど
の
よ
う
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
か
を
跡
づ
け
て
い
く
。



「惣無事」はあれど「惣無事令」はなし（藤井）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
九
七
八
年
、
氏
は
、
「
「
関
東
・
奥
両
国
惣
無
事
」
令
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
以
下
に
あ
げ
る
門
史
料
1
】
【
史
料
2
】
門
史
料
3
】
を
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

げ
、
そ
の
発
給
年
代
を
天
正
一
五
年
と
し
た
う
え
で
、
「
こ
れ
ら
の
秀
吉
直
書
の
要
旨
を
か
り
に
惣
無
事
令
と
略
称
し
」
、
結
論
と
し
て
「
惣
無

事
令
は
、
九
州
制
圧
を
果
た
す
こ
と
で
「
唐
国
」
侵
攻
を
現
実
の
も
の
と
し
て
日
程
に
の
ぼ
せ
、
三
楽
行
幸
の
壮
大
な
演
出
を
目
前
に
し
た
時
、

豊
臣
政
権
が
ひ
ろ
く
関
東
・
奥
羽
に
わ
た
る
天
下
一
統
の
実
現
を
め
ざ
し
て
発
し
た
大
き
な
停
戦
命
令
と
し
て
独
自
の
意
義
を
も
っ
た
」
と
し

た
。
こ
こ
に
「
停
戦
命
令
」
と
し
て
の
性
格
を
付
与
さ
れ
た
「
惣
無
事
令
」
が
ま
ず
提
示
さ
れ
、
氏
の
「
惣
無
事
令
」
の
原
型
が
成
立
す
る
。

　
　
　
　
③

　
門
史
料
！
】

　
　
　
　
（
三
成
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徳
川
）

　
対
石
田
治
部
少
輔
書
状
遂
披
見
候
、
関
東
奥
両
国
牢
記
無
事
之
儀
、
今
度
家
康
二
被
仰
付
置
、
不
可
有
異
儀
候
、
若
於
違
背
族
者
、
可
令
成
敗
候
、
猶
治
部

　
少
輔
可
申
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秀
吉
）

　
　
　
十
二
月
三
日
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
重
経
）

　
　
　
　
　
　
　
　
多
賀
谷
修
理
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
の
へ

　
　
　
　
④

　
【
史
料
2
】

　
　
　
　
（
一
白
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徳
洲
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

　
　
灼
富
田
左
近
将
監
書
状
披
見
候
、
関
東
惣
無
事
櫓
脚
、
今
度
家
康
二
被
御
付
之
条
、
其
段
晶
相
達
候
、
若
相
背
族
於
有
之
者
、
可
加
成
敗
候
、
可
成
其
意

　
　
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秀
吉
）

　
　
　
十
二
月
三
田
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
白
土
右
馬
助
と
の
へ

　
　
　
　
⑤

　
【
史
料
3
】

　
　
　
　
（
㎝
白
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徳
川
）

　
　
対
富
田
左
近
将
監
書
状
披
見
候
、
関
東
惣
無
事
構
想
、
今
度
家
康
二
曹
仰
付
候
之
条
、
其
段
可
糞
土
候
、
若
相
界
磁
於
有
之
者
、
可
加
成
敗
候
間
、
可
得
其

　
　
意
候
也
、
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（
秀
吉
）

　
　
　
十
二
月
三
臼
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
泉
綱
）

　
　
　
　
　
　
　
　
片
倉
小
十
郎
と
の
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
つ
い
で
一
九
八
○
年
、
氏
は
「
豊
臣
政
権
の
九
州
国
分
令
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
惣
無
事
令
と
い
う
の
は
、
豊
臣
政
権
が
「
国
郡
境
目

相
論
」
と
七
て
の
戦
国
領
主
層
の
戦
争
を
私
戦
と
し
て
禁
止
し
、
所
領
紛
争
の
解
決
つ
ま
り
土
地
領
有
秩
序
の
画
定
の
た
め
の
領
土
裁
判
権
を

独
占
し
よ
う
と
し
た
、
一
種
の
平
和
令
で
あ
る
と
考
え
て
み
た
」
と
し
、
「
惣
無
事
令
」
に
「
領
土
裁
判
権
の
独
占
」
と
い
う
内
容
を
付
け
加

え
た
。
そ
し
て
、
こ
の
論
文
の
ま
と
め
に
お
い
て
、

　
豊
臣
政
権
の
九
州
統
…
は
停
戦
令
か
ら
国
分
令
へ
平
和
政
策
を
基
調
と
し
て
展
開
さ
れ
、
そ
れ
に
併
行
す
る
軍
事
動
員
は
あ
く
ま
で
も
平
和
令
実
現
を
め
ざ

　
す
強
制
執
行
の
態
勢
で
あ
り
、
そ
の
後
の
戦
争
は
平
和
侵
害
の
制
裁
と
平
和
の
回
復
の
た
め
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
の
ち
の
関
東
・
奥
両
国

　
惣
無
事
令
の
実
現
の
過
程
に
共
通
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
で
貫
か
れ
た
一
連
の
統
一
政
策
を
あ
ら
た
め
て
惣
無
事
令
と
呼
ん
で
、

と
、
従
来
の
東
国
で
の
「
惣
無
事
令
」
に
秀
吉
に
よ
る
九
州
統
～
過
程
を
組
み
込
み
、
そ
れ
を
「
平
和
令
」
と
あ
ら
た
め
て
性
格
付
け
る
と
と

も
に
、
そ
の
後
の
「
戦
争
」
を
平
和
圓
復
の
た
め
戦
争
だ
と
す
る
位
置
づ
け
を
「
惣
無
事
令
」
の
内
容
に
加
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
同
じ
年
、
永
原
慶
二
氏
は
『
日
本
の
中
世
国
家
』
に
お
い
て
藤
木
氏
の
「
惣
無
事
令
」
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
も
、
こ
の
「
令
」
の
出
さ
れ

た
年
を
、
奥
羽
仕
置
が
終
わ
っ
た
天
正
一
八
年
の
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
こ
れ
に
対
し
、
翌
～
九
八
～
年
、
藤
木
氏
は
、
「
惣
無
事
令
の
こ
と
i
永
原
説
に
よ
せ
て
一
」
で
永
原
氏
の
天
正
一
八
年
説
を
批
判
し
、

こ
れ
ら
直
書
が
天
正
一
五
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
「
惣
無
事
令
は
、
少
く
と
も
豊
臣
の
関
自
政
権
の
成
立
期
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

検
証
し
う
る
、
統
～
政
策
の
基
調
で
あ
り
、
全
国
統
合
の
過
程
を
つ
ら
ぬ
く
特
質
と
み
な
し
う
る
の
で
は
な
い
か
」
と
し
た
。
こ
こ
で
「
惣
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

事
令
」
の
法
源
が
「
関
白
政
権
の
成
立
」
に
あ
る
と
の
理
解
が
初
め
て
提
示
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
氏
は
、
一
九
八
三
年
に
書
い
た
「
豊
臣
惣
無
事
令
と
上
野
沼
田
領
問
題
－
統
一
に
お
け
る
平
和
と
戦
争
…
」
、
の
冒
頭
で
、
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
一
二
月
三
日
付
の
三
逓
の
秀
吉
直
書
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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f惣無事」はあれど「惣無事令」はなし（藤井）

　
　
こ
こ
に
豊
臣
惣
無
事
令
と
い
う
の
は
、
直
接
に
は
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
十
二
月
三
日
付
で
、
豊
臣
秀
吉
の
発
し
た
「
関
東
奥
両
国
惣
無
事
之

　
儀
」
を
主
題
と
す
る
直
書
を
指
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
直
書
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
豊
臣
政
権
に
よ
る
職
権
的
な
広
域
平
和
令
で
あ
り
、
戦
国
の
大
名
領
主
間
の
交
戦
か
ら
百
姓
間
の
喧
嘩
刃
傷
に
わ
た
る

　
諸
階
層
の
中
世
的
な
自
力
救
済
権
の
行
使
を
体
制
的
に
否
定
し
、
豊
臣
政
権
に
よ
る
領
土
高
書
の
掌
握
を
ふ
く
む
紛
争
解
決
の
た
め
の
最
終
的
裁
判
権
の
独

　
占
を
以
て
こ
れ
に
代
置
し
、
軍
事
力
集
申
と
行
使
を
公
儀
の
平
和
の
強
制
と
平
和
侵
害
の
回
復
の
目
的
に
の
み
限
定
し
よ
う
と
す
る
政
策
の
　
端
を
に
な
う

　
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
氏
は
、
こ
の
論
文
で
「
惣
無
事
令
」
の
一
層
の
概
念
論
を
進
め
、
こ
の
令
の
基
本
的
性
格
を
「
職
権
的
な
広
域
平
和
令
」
と
し

た
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
「
紛
争
解
決
の
た
め
の
最
終
的
裁
判
権
の
独
占
」
を
「
領
土
高
麗
の
掌
握
」
の
問
題
と
し
て
提
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
こ
の
時
期
、
近
世
の
側
で
高
木
昭
作
氏
が
藤
木
氏
の
「
惣
無
事
令
」
を
受
け
止
め
る
形
で
論
を
展
開
す
る
が
、
そ
こ
で
は
特
段
の
藤
木
説
へ

の
批
判
は
み
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
一
九
八
五
年
、
氏
が
「
惣
無
事
令
」
の
総
仕
上
げ
と
し
て
ま
と
め
た
『
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社
会
』
が
刊
行
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
氏
は
、
家

康
の
服
属
と
関
連
づ
け
て
「
関
東
惣
無
事
」
令
の
初
春
を
天
正
一
四
年
一
一
月
と
し
た
。
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
氏
の
一
九
七
八
年
の

「「

ﾖ
東
・
奥
両
国
惣
無
事
」
令
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
「
惣
無
事
令
は
、
九
州
制
圧
を
果
た
す
こ
と
で
「
唐
国
」
侵
攻
を
現
実
の
も
の
と
し

て
日
程
に
の
ぼ
せ
、
聚
楽
行
幸
の
壮
大
な
演
出
を
目
前
に
し
た
時
、
豊
臣
政
権
が
ひ
ろ
く
関
東
・
奥
羽
に
わ
た
る
天
下
一
統
の
実
現
を
め
ざ
し

て
発
し
た
」
と
す
る
位
置
づ
け
を
家
康
の
服
属
を
契
機
と
す
る
東
国
政
策
の
展
開
へ
と
変
更
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
七
八
年
の
論
文

で
天
正
一
六
年
と
し
て
い
た
＝
月
一
五
日
付
徳
川
家
康
書
状
の
発
給
年
代
を
天
正
一
四
年
と
し
た
点
で
あ
る
。
こ
の
二
通
の
書
状
を
後
述
と

の
関
係
か
ら
次
に
あ
げ
て
お
く
。

　
　
　
　
⑬

　
【
史
料
4
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秀
古
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
泰
勝
）

　
関
東
惣
無
事
之
儀
虚
夢
而
、
従
羽
柴
方
面
此
申
影
面
、
其
趣
聞
書
申
入
候
之
間
、
只
今
朝
比
奈
弥
太
郎
為
持
、
還
御
披
見
進
之
候
、
好
々
被
遂
御
勘
弁
、
御
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報
可
示
輪
講
、
此
通
氏
直
江
も
可
申
達
候
処
、
御
在
陣
之
儀
二
候
条
、
不
能
其
儀
候
之
条
、
様
子
御
陣
江
被
下
届
可
然
方
様
、
専
要
候
、
委
細
弥
太
郎
胴
上

　
二
申
含
候
、
恐
々
謹
書
、

　
　
　
十
一
月
十
五
日
　
　
　
　
　
家
康
（
花
押
）

　
　
　
　
　
（
氏
政
）

　
　
　
北
条
左
京
太
夫
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
ま
た
、
粟
野
俊
之
氏
は
、
同
年
発
表
し
た
「
戦
国
末
期
南
奥
羽
に
お
け
る
伊
達
氏
包
囲
網
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
次
に
あ
げ
る
【
史
料

5
】
を
主
た
る
根
拠
と
し
て
「
関
東
・
奥
羽
領
国
に
は
、
天
正
一
四
年
に
停
戦
令
が
発
令
」
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
こ
の
論

文
で
は
一
二
月
三
日
付
の
秀
吉
直
書
に
つ
い
て
は
藤
木
氏
の
天
正
～
五
年
説
に
従
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
⑮

　
【
史
料
5
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
芦
名
盛
重
×
政
宗
）

　
去
月
七
日
返
札
到
来
、
遂
披
見
候
、
伍
会
津
与
伊
達
、
累
年
鉾
楯
由
候
、
天
下
静
誼
処
、
不
謂
題
目
候
、
早
々
無
事
段
馳
走
肝
心
候
、
境
目
百
事
、
任
当
知

　
行
可
然
候
、
双
方
自
然
存
分
於
在
癖
者
、
依
返
事
、
可
差
越
使
者
候
、
不
斗
富
士
可
一
見
候
条
、
委
曲
期
其
節
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秀
告
）

　
　
　
四
月
十
九
田
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
義
重
）

　
　
　
　
　
　
佐
竹
左
京
大
夫
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
～
九
八
六
年
藤
木
氏
は
「
東
國
惣
無
事
令
の
初
国
」
に
お
い
て
、
「
「
関
東
・
奥
両
国
惣
無
事
」
令
に
つ
い
て
」
で
天
正
一
六
年
の
も
の
と

し
た
北
条
氏
政
宛
家
康
書
状
（
【
史
料
4
】
）
を
天
正
一
四
年
の
も
の
と
し
、
さ
ら
に
四
月
～
九
日
付
佐
竹
義
重
宛
秀
吉
直
書
（
門
史
料
5
】
）
を
天

正
一
四
年
の
も
の
と
推
定
、
こ
れ
を
「
惣
無
事
令
の
裁
定
原
則
を
提
示
し
た
初
令
」
と
位
置
づ
け
た
。
そ
し
て
「
以
上
、
秀
吉
は
関
白
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
天
正
十
三
年
夏
以
降
「
富
士
一
見
」
を
表
明
し
た
の
に
は
じ
ま
り
、
翌
十
四
年
忌
は
四
月
の
B
（
【
史
料
5
】
）
、
五
月
目
C
な
ど
を
経
て
、

そ
の
十
一
月
の
家
康
服
属
を
機
と
し
て
、
A
（
門
史
料
4
】
）
の
示
唆
す
る
「
関
東
」
北
条
氏
を
対
象
と
す
る
惣
無
事
令
を
発
動
し
、
さ
ら
に
九

州
仕
置
き
を
終
え
た
翌
十
五
年
末
に
は
「
関
東
・
奥
両
国
」
を
包
摂
す
る
広
域
的
な
惣
無
事
令
を
全
面
展
開
し
た
」
と
改
め
て
「
惣
無
事
令
」

を
位
置
づ
け
た
。
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氏
の
「
惣
無
事
令
」
は
、
最
初
に
東
国
諸
領
主
宛
の
秀
吉
直
書
を
根
拠
に
提
起
さ
れ
た
初
発
の
段
階
か
ら
、
「
九
州
停
戦
令
」
の
「
惣
無
事

令
」
へ
の
組
み
込
み
、
「
惣
無
事
令
」
を
遡
る
導
管
の
発
見
、
さ
ら
に
法
源
を
関
自
任
官
に
求
め
る
な
ど
変
遷
、
成
長
を
遂
げ
、
ま
た
当
初
の

論
文
で
根
拠
と
し
た
史
料
の
年
代
を
改
め
、
ま
た
そ
の
評
価
を
変
更
す
る
な
ど
し
た
結
果
、
そ
の
後
の
議
論
の
展
開
を
複
雑
な
も
の
と
し
た
。

「惣無事」はあれど「惣無事令」はなし（藤井）

①
杉
山
博
先
生
還
暦
記
念
会
編
噸
戦
国
の
兵
士
と
農
民
臨
（
角
川
書
店
、
一
九
七

　
八
年
）
所
収
。
本
論
文
は
、
改
稿
さ
れ
藤
木
久
志
『
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社
会
撫

　
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

②
こ
れ
ら
三
通
の
直
書
は
、
従
来
天
正
一
八
年
の
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
藤
木

　
氏
は
そ
れ
を
天
正
　
五
年
の
も
の
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
粟

　
野
俊
之
氏
は
天
正
一
四
年
、
豊
川
達
夫
氏
は
天
正
～
六
年
中
も
の
と
す
る
。
そ
の

　
後
、
天
正
＝
要
説
な
ど
も
出
さ
れ
る
が
、
多
く
は
天
正
一
四
叢
説
に
立
っ
て
い

　
る
。
本
稿
は
天
正
一
四
年
説
に
立
つ
が
、
比
定
の
根
拠
は
粟
野
一
等
と
は
異
な
り
、

　
後
述
の
ご
と
く
「
惣
無
事
」
の
も
つ
個
別
性
・
時
事
性
を
踏
ま
え
、
年
代
比
定
を

　
試
み
た
。
詳
細
は
別
稿
に
期
し
た
い
。

③
秋
田
県
立
図
書
館
蔵
門
秋
田
藩
家
蔵
文
書
（
多
賀
谷
隆
経
）
」
一
三
。
『
結
城
市

　
史
』
一
一
二
四
三
頁
参
照
。

④
東
大
黒
料
編
纂
所
影
写
本
「
白
土
文
轡
」
。
四
福
島
県
史
撫
七
－
二
八
三
頁
参
照
。

⑤
東
大
史
料
編
纂
所
影
写
本
「
伊
達
文
書
」
。
欄
伊
達
家
文
書
臨
九
八
六
参
照
。
な

　
お
、
本
文
雷
は
、
現
在
、
仙
台
市
博
物
館
所
蔵
の
「
伊
達
家
文
書
」
中
に
は
み
ら

　
れ
な
い
。

⑥
『
豊
田
武
博
士
古
稀
記
念
日
本
中
世
の
政
治
と
文
化
隔
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九

　
八
○
年
）
所
収
。
本
論
文
は
、
改
稿
さ
れ
藤
木
久
志
『
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社

　
会
輪
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

⑦
N
H
K
大
学
講
座
の
テ
キ
ス
ト
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
○
年
。
な
お
、

　
本
テ
キ
ス
ト
は
一
九
八
二
年
魍
日
本
中
世
の
社
会
と
国
家
臨
（
日
本
放
送
出
版
協

　
会
）
と
改
題
さ
れ
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
永
原
氏
の
見
解
に
は
変
更
は
み
ら
れ
な

　
い
。

⑧
㎎
戦
国
史
研
究
員
二
、
一
九
八
～
年
。

⑨
こ
れ
に
先
立
ち
朔
関
東
・
奥
両
国
惣
無
事
」
令
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
天

　
下
の
関
白
職
に
も
と
つ
く
惣
無
事
令
の
下
で
」
と
記
す
箇
所
が
あ
る
が
、
そ
の
段

　
階
で
は
氏
の
論
理
の
な
か
に
十
分
に
は
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。

⑩
噸
群
馬
県
史
研
究
』
一
七
、
一
九
八
三
年
。
本
論
文
は
、
改
稿
さ
れ
藤
木
久
志

　
『
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社
会
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
引
用
部
分
は
、
問

　
書
で
は
、
第
一
懸
樋
三
節
「
関
東
奥
両
国
惣
無
事
令
の
成
立
」
の
冒
頭
部
分
に
置

　
か
れ
て
い
る
。

⑪
「
最
近
の
近
世
身
分
制
論
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
評
論
舳
四
〇
四
、
…
九
八
三

　
年
）
、
「
『
秀
吉
の
平
和
臨
と
武
士
の
変
質
」
（
咽
思
想
臨
七
二
一
、
㎜
九
八
四
年
）
、

　
「
『
惣
無
事
撫
令
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
学
研
究
隔
五
四
七
、
｝
九
八
五
年
）
な
ど
。

⑫
藤
木
氏
の
所
論
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
表
現
し
た
も
の
と
し
て
遡
日
本
史
大
事
典
臨

　
四
（
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
）
「
惣
無
事
令
」
の
項
目
が
あ
る
。

⑬
東
大
史
料
編
纂
所
写
真
帳
「
持
田
文
書
」
魍
群
馬
県
史
嚇
資
料
編
七
－
九
六
二

　
頁
参
照
。
な
お
、
本
書
状
は
、
中
村
孝
也
隅
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
上
巻
（
日

　
本
学
術
振
興
会
、
一
九
五
八
年
）
で
は
、
天
正
一
六
年
の
も
の
と
さ
れ
、
藤
木
氏

　
も
「
「
関
東
・
奥
両
国
惣
無
事
」
令
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
は
、
天
正
一
六
年
の

　
も
の
と
し
て
論
を
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
凸
凹
臣
平
和
製
と
戦
国
社
会
隔
で
は
、

　
天
正
一
四
年
の
も
の
と
し
て
改
め
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
述
の

　
ご
と
く
佐
々
木
蘭
朗
氏
と
竹
井
英
文
氏
に
よ
っ
て
天
正
＝
年
と
年
代
比
定
さ
れ

　
た
。
本
稿
は
両
氏
の
説
に
従
う
。
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⑭
『
流
域
の
地
方
史
臨
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
五
年
）
所
収
。
後
に
改
稿
し
て

　
『
織
豊
政
権
と
東
国
大
名
隔
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
に
再
録
。

⑮
　
　
『
上
杉
家
文
書
』
八
三
五
。
な
お
『
大
日
本
古
文
書
臨
で
は
天
正
一
七
年
の
も

　
の
と
す
る
が
、
藤
木
氏
は
天
正
一
四
年
力
と
し
つ
つ
、
論
述
で
は
天
正
一
四
年
の

　
も
の
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
な
お
本
轡
状
の
年
代
を
天
正
　
四
年
と
比
定
し
た

　
の
は
噸
新
潟
県
史
隔
資
料
編
3
中
世
一
（
四
〇
八
号
）
が
管
見
の
限
り
最
初
で
あ

　
る
。
そ
の
後
の
諸
研
究
は
こ
の
年
代
比
定
に
従
っ
て
い
る
。

第
二
章
　
藤
木
氏
「
惣
無
事
令
」
そ
の
後

⑯
『
か
み
く
い
む
し
』
六
〇
、
～
九
八
六
年
。

⑰
門
五
月
の
C
」
の
白
河
義
親
宛
の
書
状
を
藤
木
氏
は
秀
吉
書
状
と
さ
れ
る
が
、

　
秀
吉
で
は
な
く
小
嶋
若
狭
守
の
書
状
で
あ
る
（
『
白
河
市
史
拙
第
五
巻
資
料
編
2

　
古
代
中
世
九
七
〇
号
参
照
）
。
な
お
、
こ
の
点
を
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
粟
野
俊

　
之
氏
で
あ
る
（
門
東
国
「
惣
無
事
」
令
の
基
礎
過
程
i
関
連
史
料
の
再
検
討
を

　
中
心
と
し
て
一
」
噸
大
名
領
国
を
歩
く
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
、
『
織
豊

　
政
権
と
東
国
大
名
瞼
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
～
年
に
再
録
）
。

　
こ
こ
で
は
、
藤
木
氏
の
「
惣
無
事
令
」
が
完
成
し
た
姿
を
み
せ
た
の
ち
の
、
「
惣
無
事
令
」
を
め
ぐ
る
研
究
史
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
一
九
八
六
年
以
降
、
藤
木
氏
の
「
惣
無
事
令
」
が
批
判
的
に
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
時
が
経
過
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
一
九
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

一
年
、
立
花
京
子
氏
は
「
片
倉
小
十
郎
充
て
秀
吉
直
書
の
年
次
比
定
」
に
お
い
て
、
～
二
月
三
日
付
秀
吉
直
書
の
う
ち
片
倉
小
十
郎
宛
の
も
の

（【

j
料
3
】
）
を
検
討
し
、
そ
の
文
面
に
み
え
る
「
今
度
」
の
用
例
検
討
と
直
書
の
効
力
が
天
正
一
六
年
時
点
で
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
直
書
発
給
年
代
を
天
正
～
四
年
の
も
の
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
内
容
は
「
「
関
東
之
儀
」
の
取
り
次
ぎ
が
家
康
へ
転
換
さ
れ
た
事
を
通
告
す

る
だ
け
の
書
状
で
あ
っ
た
」
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
さ
ら
に
立
花
氏
は
、
～
九
九
三
年
、
「
秀
吉
の
天
下
静
雪
幕
I
I
全
国
制
覇
正
当
化
の
原
理
1
…
」
で
三
通
と
も
天
正
｝
四
年
の
も
の
と
し
、

「
関
東
・
奥
惣
無
事
令
を
そ
の
具
体
策
の
部
分
法
令
と
す
る
天
下
静
諦
令
と
い
う
べ
き
も
の
の
存
在
認
定
が
史
実
に
合
致
す
る
と
思
わ
れ
る
」

と
し
た
。
立
花
氏
の
主
張
は
、
秀
吉
直
書
の
年
代
を
改
め
、
そ
の
性
格
を
「
天
下
静
馬
繋
」
と
貰
い
換
え
る
も
の
の
、
藤
木
氏
同
様
そ
れ
を
広

域
性
・
持
続
性
の
あ
る
「
令
」
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
一
九
九
三
年
、
粟
野
俊
之
氏
は
、
「
東
国
「
正
無
事
」
令
の
基
礎
過
程
」
で
、
前
稿
で
天
正
一
五
年
聞
し
た
＝
～
月
三
日
の
秀
吉
直
書
を
、

詳
細
な
分
析
の
う
え
で
天
正
一
四
年
の
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
。
こ
の
論
証
の
正
否
は
ひ
と
ま
ず
措
く
が
、
粟
野
氏
の
場
合
も
、
「
令
」
の
公

8　（368）



「惣無事」はあれど「惣無事令」はなし（藤井）

　
　
　
　
　
　
④

布
が
前
提
と
さ
れ
、
そ
の
前
提
の
う
え
で
天
正
｝
四
年
説
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
広
く
公
布
さ
れ
た
と
す
る
前
提
を
外
す
と
、
氏
の
説
も

十
分
な
説
得
力
を
も
ち
え
な
い
論
理
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
粟
野
氏
は
、
次
に
掲
げ
る
天
正
一
四
年
五
月
二
五
日
付
白
河
義
親
訂
正
吉

直
書
を
停
戦
令
と
位
置
づ
け
、
秀
吉
が
北
関
東
と
奥
羽
の
諸
大
名
に
向
け
て
停
戦
を
命
じ
た
と
す
る
。

　
　
　
　
⑤

　
【
史
料
6
】

　
佐
野
事
、
無
異
前
之
段
附
帯
、
自
然
秘
儀
入
魂
専
一
候
、
家
康
事
、
種
々
縁
辺
等
之
儀
迄
令
懇
望
候
条
、
誓
紙
・
人
質
以
下
堅
磐
卜
令
赦
免
候
、
然
而
関
東

　
之
儀
、
近
日
差
越
使
者
、
相
孫
境
目
、
虚
夢
静
説
候
、
若
相
苗
族
有
之
者
、
急
度
可
申
付
候
条
、
其
間
之
儀
、
聯
ホ
之
動
不
可
有
之
候
、
委
細
相
含
山
上
道

　
　
　
　
　
　
　
（
長
盛
）
　
　
　
　
　
　
（
三
成
）

　
牛
候
、
猶
増
田
右
衛
門
尉
・
石
田
治
部
少
輔
可
申
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秀
吉
）

　
　
　
五
月
廿
五
日
　
（
朱
印
）

　
　
　
　
（
白
河
義
親
）

　
　
　
　
白
川
七
郎
と
の
へ

　
し
か
し
、
こ
の
秀
吉
直
書
は
、
白
河
義
親
ら
北
関
東
・
南
奥
の
諸
大
名
諸
領
主
か
ら
「
佐
野
事
」
の
処
置
に
つ
い
て
秀
吉
に
承
認
を
求
め
た

こ
と
に
対
す
る
回
答
で
あ
り
、
文
中
の
「
其
間
之
儀
、
聯
ホ
之
動
不
可
有
之
候
」
の
文
雷
は
、
本
格
的
な
対
応
を
前
に
し
て
軽
率
な
軍
事
行
動

を
戒
め
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
抗
争
当
事
者
両
者
に
命
じ
た
停
戦
令
と
評
価
し
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
一
九
九
四
年
、
藤
田
達
生
氏
は
「
国
分
と
仕
置
令
－
豊
臣
政
権
の
統
一
政
策
…
一
」
に
お
い
て
、
「
惣
無
事
令
」
に
か
わ
っ
て
豊
臣
政
権

の
統
一
政
策
と
し
て
「
仕
置
令
」
を
提
起
し
て
い
る
。
こ
の
論
考
に
先
立
ち
藤
田
氏
は
、
一
九
九
一
年
、
「
豊
臣
期
国
分
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

一
四
国
国
分
を
中
心
に
　
　
」
と
一
九
九
三
年
、
「
豊
臣
政
権
と
国
分
」
で
、
秀
吉
に
よ
る
国
分
を
取
り
上
げ
、
藤
木
氏
の
惣
無
事
令
に
基

づ
く
国
分
理
解
を
批
判
し
、
そ
の
性
格
を
軍
事
的
制
圧
に
よ
る
強
制
執
行
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
こ
こ
で
秀
吉
へ
の
服
属
後
の
「
仕
置
令
」
の

存
在
を
論
証
し
、
惣
無
事
令
が
成
り
立
た
な
い
と
主
張
す
る
。
藤
木
氏
の
惣
無
事
令
が
な
り
た
た
な
い
と
す
る
主
張
に
は
耳
を
傾
け
た
い
が
、

こ
の
提
起
は
、
令
を
も
っ
て
令
に
替
え
る
も
の
で
あ
り
、
豊
臣
政
権
に
政
策
基
調
と
し
て
の
一
貫
し
た
令
が
あ
る
と
い
う
観
念
に
な
お
呪
縛
さ

れ
て
い
る
。
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⑨

　
一
九
九
五
年
、
鴨
川
達
夫
氏
は
、
「
「
惣
無
事
」
令
関
係
史
料
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
に
お
い
て
、
秀
吉
直
書
を
天
正
一
五
年
と
す
る
藤
木
説
、

一
四
年
と
す
る
粟
野
説
へ
疑
問
を
投
げ
か
け
、
新
た
に
天
正
一
六
年
説
を
提
唱
し
た
。
し
か
し
、
鴨
川
氏
の
立
論
も
ま
た
粟
野
氏
等
同
様
、
広

域
的
か
つ
持
続
性
を
も
つ
「
令
」
が
出
さ
れ
た
と
の
前
提
で
論
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
～
九
九
九
年
、
藤
田
達
生
氏
は
、
「
秀
吉
書
札
礼
に
み
る
豊
臣
政
権
像
－
小
林
清
治
氏
の
近
業
に
学
ん
で
　
　
」
に
お
い
て
、
門
史
料
6
】

を
粟
野
氏
同
様
、
停
戦
令
と
位
置
づ
け
、
か
つ
一
二
月
三
日
付
秀
吉
直
書
を
、
主
と
し
て
立
花
説
に
立
ち
な
が
ら
、
天
正
～
四
年
の
も
の
と
し

た
う
え
で
、
こ
れ
ら
が
返
書
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
つ
つ
、
「
関
東
・
奥
羽
に
お
い
て
豊
臣
色
を
鮮
明
に
し
て
い
た
諸
大
名
に
対
し
て
、
本
能

寺
の
変
以
来
、
関
東
地
域
に
お
け
る
「
惣
無
事
」
実
現
に
向
け
て
独
自
の
外
交
活
動
を
展
開
し
て
い
た
家
康
を
、
こ
の
た
び
秀
吉
が
政
権
内
部

に
取
り
込
み
「
取
次
」
に
任
じ
た
の
で
、
そ
の
指
図
に
従
う
よ
う
と
通
達
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
し
、
「
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
は
、

藤
木
氏
の
よ
う
な
独
自
の
法
令
、
す
な
わ
ち
関
東
奥
両
国
惣
無
事
令
の
令
書
で
あ
る
と
す
る
よ
う
な
見
方
は
成
立
し
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
」
と
す
る
。
藤
木
氏
へ
の
批
判
に
は
同
意
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
「
令
」
あ
り
き
と
す
る
体
質
に
は
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
こ
う
し
た
諸
説
乱
立
の
な
か
、
二
〇
〇
三
年
、
小
林
清
治
氏
は
、
『
奥
羽
仕
置
と
豊
臣
政
権
』
第
～
章
「
戦
国
期
奥
羽
と
織
田
・
豊
臣
権

力
」
二
「
織
田
・
豊
臣
権
力
へ
の
対
応
」
2
「
豊
臣
権
力
へ
の
対
応
」
（
3
）
「
「
関
東
奥
両
国
惣
無
事
令
」
の
伝
達
一
諸
説
の
検
討
　
　
」

で
、
諸
説
を
逐
一
批
判
・
検
討
し
、
一
二
月
三
日
の
直
書
の
年
代
は
藤
木
説
通
り
天
正
一
五
年
が
妥
当
と
し
、
藤
木
氏
の
「
惣
無
事
令
」
を
支

持
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
二
〇
〇
五
年
、
矢
部
健
太
郎
氏
は
、
「
東
国
「
惣
無
事
」
政
策
の
展
開
と
家
康
・
景
勝
1
「
私
戦
」
の
禁
止
と
「
難
戦
」
の
遂
行
　
　
」

に
お
い
て
、
上
杉
景
勝
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
、
「
惣
無
事
令
」
と
い
う
用
語
を
慎
重
に
さ
け
「
惣
無
事
」
政
策
と
表
現
し
つ
つ
も
、
「
惣
無

事
」
を
豊
臣
政
権
の
政
策
基
調
と
す
る
藤
木
氏
の
「
惣
無
事
令
」
の
枠
組
み
を
承
認
し
た
う
え
で
、
天
正
一
四
年
後
半
に
景
勝
が
家
康
の
脇
役

と
さ
れ
た
と
す
る
藤
木
氏
の
理
解
を
批
判
し
、
ま
た
景
勝
の
新
発
田
氏
攻
撃
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
は
豊
臣
政
権
の
政
策
基
調
に
則
っ
た
「
野

戦
」
で
あ
る
と
す
る
。
後
者
の
理
解
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
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「惣無事」はあれど「惣無事令」はなし（藤井）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
二
〇
〇
八
年
、
戸
谷
穂
高
氏
は
、
「
関
東
・
奥
両
国
「
惣
無
事
」
と
白
河
義
親
　
　
卯
月
六
日
付
富
田
一
白
書
状
を
め
ぐ
っ
て
i
」
に
お

い
て
、
東
国
に
特
有
の
「
惣
無
事
」
の
内
容
と
性
格
を
検
討
し
、
藤
木
氏
が
「
惣
無
事
の
趣
旨
」
と
し
た
も
の
を
そ
こ
か
ら
抽
出
す
る
こ
と
は

　
　
⑭

で
き
ず
、
「
惣
無
事
」
は
、
東
国
に
お
け
る
和
睦
の
形
態
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
内
容
を
「
全
く
無
関
係
の
九
州
停
戦
令
な
ど
か
ら
む
や
み
に
類
推

す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
全
国
的
に
拡
散
さ
せ
た
「
豊
臣
惣
無
事
令
」
な
る
呼
称
は
、
疑
問
視
さ

れ
て
し
か
る
べ
き
こ
と
が
明
白
で
あ
ろ
う
」
と
、
「
惣
無
事
」
の
内
容
か
ら
、
藤
木
氏
の
「
惣
無
事
令
」
と
い
う
呼
称
に
疑
問
を
呈
し
た
。

　
二
〇
〇
九
年
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
天
正
一
四
年
の
も
の
と
し
て
き
た
【
史
料
4
】
を
天
正
一
一
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
論
文
が

相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
。
一
つ
は
佐
々
木
倫
朗
氏
の
「
東
国
「
惣
無
事
」
令
の
初
雪
に
つ
い
て
　
　
徳
川
家
康
の
「
惣
無
事
」
と
羽
柴
秀
吉

　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
」
で
あ
り
、
も
う
｝
つ
は
竹
井
英
文
氏
の
「
戦
国
・
織
豊
期
東
国
の
政
治
情
勢
と
「
惣
無
事
ヒ
で
あ
る
。
二
つ
の
論
文
は
、
年
代
比
定

の
手
法
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
【
史
料
4
】
を
天
正
一
一
年
の
も
の
と
し
、
か
つ
そ
れ
に
先
立
つ
一
〇
月
二
五
日
付
の
家
康
宛
秀
吉
書
状
を

家
康
か
ら
北
条
庶
政
に
届
け
ら
れ
た
秀
吉
書
状
と
み
な
し
て
い
る
点
で
は
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
。
本
稿
は
、
こ
の
結
論
に
従
う
。
た
だ
、
佐
々

木
氏
は
、
「
「
惣
無
事
」
令
の
初
令
」
と
す
る
こ
と
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
広
域
的
・
持
続
的
な
「
令
」
と
捉
え
て
い
る
。

　
い
っ
ぽ
う
竹
井
氏
は
、
門
史
料
4
】
を
天
正
＝
年
の
も
の
と
し
、
一
〇
月
二
五
日
付
の
家
康
宛
秀
吉
書
状
を
家
康
か
ら
北
条
氏
政
に
届
け

ら
れ
た
秀
吉
書
状
と
み
な
す
こ
と
で
、
こ
こ
で
の
「
惣
無
事
」
は
法
令
で
は
な
く
政
策
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
「
秀
吉

の
「
関
東
惣
無
事
」
政
策
の
本
質
し
は
「
秀
吉
や
家
康
が
東
国
に
「
惣
無
事
」
を
要
請
す
る
こ
と
で
信
長
以
来
の
東
国
支
配
の
継
続
を
狙
っ
た

こ
と
」
に
あ
り
、
さ
ら
に
「
秀
吉
の
「
関
東
惣
無
事
」
政
策
と
は
、
関
自
就
任
や
家
康
の
上
洛
と
は
関
係
な
く
、
こ
う
し
た
東
国
の
地
域
的
特

性
や
そ
の
後
の
政
治
情
勢
の
展
開
を
も
と
に
、
天
正
＝
年
に
登
場
し
た
歴
史
的
産
物
な
の
で
あ
る
」
と
し
、
さ
ら
に
「
戦
国
期
国
分
の
不
安

定
性
の
解
消
と
い
う
社
会
的
問
題
の
解
決
を
目
指
し
、
秀
吉
が
「
惣
無
事
の
趣
旨
」
を
基
調
と
し
た
「
惣
無
事
令
」
な
る
画
期
的
な
法
令
を
発

令
し
て
「
平
和
」
政
策
を
行
っ
た
と
す
る
藤
木
の
議
論
や
、
天
正
一
四
年
一
〇
月
の
家
康
上
洛
に
よ
り
発
令
さ
れ
た
「
関
東
惣
無
事
令
」
が
、

秀
吉
の
東
国
政
策
の
　
大
画
期
と
す
る
藤
木
の
見
解
は
成
り
立
た
な
い
」
と
す
る
。
【
史
料
4
】
の
年
代
を
天
正
一
一
年
と
す
る
こ
と
で
導
か
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れ
た
氏
の
論
証
に
基
本
的
に
は
従
い
た
い
が
、
氏
自
身
も
今
後
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
論
文
で
は
、
そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
に
展
開
す

る
秀
吉
の
「
惣
無
事
」
は
、
な
お
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

　
藤
木
氏
が
提
起
し
た
「
惣
無
事
令
」
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
～
二
月
三
日
付
秀
吉
直
書
の
年
代
比
定
、
そ
れ
を
氏
の
い
う
「
惣
無
事
令
の
趣

旨
」
の
内
容
を
も
つ
「
令
」
と
評
価
す
る
か
、
さ
ら
に
豊
臣
政
権
の
国
分
を
「
惣
無
事
令
」
に
組
み
込
み
得
る
か
が
、
主
要
な
論
点
と
な
っ
て

き
た
。
竹
井
英
文
氏
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
の
論
者
も
豊
臣
政
権
に
よ
る
広
域
性
・
持
続
性
を
持
つ
「
令
」
の
発
令
を
意
識
的
か
否
か
は
別
と
し

て
前
提
と
し
て
き
た
。
竹
井
氏
に
あ
っ
て
も
天
正
一
一
年
一
〇
月
二
五
日
付
の
家
康
宛
秀
吉
書
状
の
内
容
か
ら
法
令
で
な
く
政
策
と
す
べ
き
と

す
る
が
、
そ
の
後
の
秀
壱
の
「
惣
無
事
」
に
つ
い
て
の
位
置
づ
け
は
充
分
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
、
以
下
本
稿
で
は
、
東
国
の
大
名
領
主
に
持
続
性
を
も
ち
広
域
的
に
公
布
さ
れ
た
「
令
」
と
し
て
き
た
点
に
焦
点
を
あ
て
て
、
藤
木

氏
の
「
惣
無
事
令
」
論
の
存
立
の
正
否
を
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

　
①
　
　
『
載
国
史
研
究
匝
二
二
、
一
九
九
一
年
。

　
②
㎎
戦
国
史
研
究
』
二
五
、
一
九
九
三
年
。

　
③
永
原
慶
二
編
『
大
名
領
国
を
歩
く
臨
（
吉
規
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
所
収
。

　
　
糊
織
豊
政
権
と
東
国
大
名
駈
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
に
再
録
。

　
④
粟
野
氏
は
、
こ
の
論
文
の
「
は
じ
め
に
」
で
「
m
惣
無
事
」
令
が
如
何
に
施
行

　
　
さ
れ
、
現
実
に
ど
の
よ
う
に
効
力
を
発
揮
し
た
の
か
偏
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
よ

　
　
う
に
、
持
続
的
性
格
を
も
つ
「
令
」
と
す
る
前
提
に
立
っ
て
い
る
。

　
⑤
「
國
學
院
大
學
白
河
結
城
家
文
書
」
欄
白
河
市
史
』
五
資
料
編
2
古
代
中
世
九

　
　
七
一
〇
。

　
⑥
『
ふ
び
と
臨
四
六
、
　
九
九
四
年
。
藤
田
達
生
『
日
本
近
世
国
家
成
立
史
の
研

　
　
究
輪
（
校
倉
轡
房
、
二
〇
〇
一
年
）
に
再
録
。

　
⑦
『
日
本
史
研
究
』
三
四
二
、
～
九
九
～
年
。
前
掲
書
に
再
録
。

　
⑧
『
歴
史
学
研
究
』
六
四
八
、
一
九
九
三
年
忌
前
掲
書
に
再
録
。

⑨
『
遽
か
な
る
中
世
匝
一
四
、
一
九
九
五
年
。

⑩
冒
本
史
研
究
睡
四
三
七
、
一
九
九
九
年
。
魍
冒
本
近
世
国
家
成
立
史
の
研
究
脚

　
（
校
倉
轡
房
、
二
〇
〇
一
年
）
に
再
録
。

⑪
　
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
。

⑫
『
日
本
史
研
究
』
五
〇
九
、
二
〇
〇
五
年
。

⑬
村
井
章
介
編
噌
中
世
東
国
武
家
文
書
の
研
究
隔
（
高
志
審
院
、
二
〇
〇
八
年
）

　
所
収
。

⑭
「
惣
無
事
令
の
趣
旨
」
に
つ
い
て
は
、
粟
野
氏
も
、
藤
木
氏
の
理
解
を
真
っ
向

　
か
ら
否
定
は
し
て
い
な
い
が
一
九
九
三
年
の
論
文
で
「
惣
無
事
」
令
の
趣
旨
は

　
戦
闘
を
停
止
す
る
こ
と
（
私
戦
禁
止
）
で
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
。

⑮
荒
川
董
夫
他
編
魍
中
世
下
野
の
権
力
と
社
会
幅
（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）

　
所
収
。

⑯
『
歴
史
学
研
究
睡
八
五
六
、
二
〇
〇
九
年
。
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「惣、無事」はあれど「惣、無事令」はなし　（藤井）

第
三
章
　
＝
一
月
三
日
付
秀
吉
直
書
の
性
格

　
研
究
史
上
、
そ
の
年
代
比
定
を
含
め
て
最
大
の
争
点
と
も
い
え
る
の
は
、
先
に
あ
げ
た
門
史
料
1
】
R
史
料
2
】
〔
史
料
3
】
の
秀
吉
の
直
書

を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
惣
無
事
」
の
語
は
、
東
国
特
有
の
も
の
で
あ
り
、
藤
木
氏
が
「
惣
無
事
令
」
の
内
容
と
し
た
「
惣
無
事
令
の
趣
旨
」
は
そ
こ
に
は
含
意
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
て
お
ら
ず
、
和
睦
・
和
平
の
意
以
上
の
も
の
で
は
な
い
と
す
る
戸
谷
穂
高
氏
の
論
証
に
こ
こ
で
は
従
い
、
そ
の
う
え
で
「
惣
無
事
之
儀
」

「
被
仰
付
」
の
文
一
蕎
に
注
目
し
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
誰
が
誰
に
何
を
仰
せ
付
け
た
の
か
を
確
定
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

　
【
史
料
1
～
3
】
で
は
、
誰
が
は
秀
吉
、
誰
に
は
家
康
、
何
を
は
「
惣
無
事
之
儀
」
で
あ
る
こ
と
は
、
揺
る
が
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
藤
木
氏

は
先
述
し
た
よ
う
に
「
「
関
東
・
奥
両
国
惣
無
事
」
令
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
関
東
・
奥
両
国
迄
惣
無
事
之
儀
、
今
度
家
康
二
被
仰
付
条
」

あ
る
い
は
「
関
東
惣
無
事
之
儀
、
今
度
家
康
二
被
仰
付
条
」
を
「
「
惣
無
事
之
儀
」
の
執
達
を
徳
川
家
康
に
命
じ
た
」
と
解
釈
し
た
。
果
た
し

て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
解
釈
は
「
惣
無
事
之
儀
」
に
「
令
」
と
し
て
の
性
格
を
付
与
し
た
点
で
も
注
意
し
た
い
。

　
こ
の
点
を
検
討
す
る
た
め
に
、
一
一
つ
の
事
例
を
あ
げ
よ
う
。
ま
ず
、
天
正
一
四
年
四
月
　
九
日
付
で
秀
吉
が
常
陸
の
佐
竹
義
重
へ
送
っ
た
直

書
（
【
史
料
5
】
）
を
検
討
す
る
。
こ
の
直
書
で
、
秀
吉
は
、
会
津
の
芦
名
盛
重
と
出
羽
米
沢
の
伊
達
政
宗
と
の
「
累
年
鉾
楯
」
に
対
し
、
「
早
々

無
事
段
馳
走
肝
心
候
」
と
佐
竹
義
重
に
命
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
秀
吉
が
直
接
、
抗
争
の
当
事
者
で
あ
る
芦
名
盛
重
と
伊
達

政
宗
に
「
無
事
」
を
命
じ
た
の
で
は
な
く
、
両
者
の
「
無
事
」
を
「
馳
走
」
す
る
こ
と
を
、
い
い
か
え
れ
ば
和
睦
・
和
平
の
仲
介
を
、
佐
竹
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

重
に
要
請
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
も
う
一
例
は
、
天
正
一
六
年
の
奥
羽
に
お
け
る
伊
達
と
最
上
を
含
め
た
周
辺
領
主
と
の
抗
争
に
お
け
る
「
惣
無
事
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

抗
争
の
内
容
に
は
踏
み
込
ま
な
い
が
、
同
年
へ
0
月
二
六
日
付
で
徳
川
家
康
が
伊
達
政
宗
に
送
っ
た
書
状
の
冒
頭
に
「
軽
量
惣
無
事
之
儀
、
家

　
　
　
　
　
　
　
　
（
秀
吉
）

康
可
申
曖
旨
、
従
殿
下
被
仰
事
態
間
、
再
訴
申
、
則
以
使
者
和
与
之
儀
可
申
曖
由
存
候
処
、
早
速
御
無
事
之
由
、
尤
可
然
儀
候
」
と
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、
秀
吉
か
ら
「
其
表
惣
無
事
轟
轟
」
を
家
康
が
「
曖
」
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
和
睦
の
仲
介
を
命
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
家
康
が
「
御
請
」

け
し
、
「
使
者
」
を
送
っ
て
「
和
与
亭
々
」
を
「
曖
」
お
う
と
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
も
、
秀
吉
が
命
じ
た
の
は
家
康
に
よ
る

「
惣
無
事
之
儀
」
の
「
曖
」
で
あ
り
、
秀
吉
は
、
伊
達
政
宗
を
は
じ
め
そ
れ
に
対
抗
す
る
諸
大
名
諸
領
主
に
直
接
に
「
惣
無
事
」
を
命
じ
て
は

い
な
い
。

　
こ
う
し
た
例
に
鑑
み
れ
ば
、
「
惣
無
事
之
儀
」
「
被
仰
付
」
の
意
は
、
仲
介
者
に
対
し
て
、
抗
争
の
和
睦
・
和
平
の
仲
介
を
命
じ
る
こ
と
で
あ

り
、
「
惣
無
事
令
」
な
る
も
の
を
当
事
者
に
伝
え
る
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
同
時
に
秀
吉
が
東
国
諸
大
名
諸
領
主
に
「
惣
無
事
」
を
直
接
命

じ
た
も
の
で
も
な
い
。

　
こ
う
し
た
理
解
は
、
藤
木
氏
が
主
張
し
て
き
た
「
惣
無
事
令
」
の
存
在
を
否
定
す
る
～
つ
の
根
拠
た
り
え
、
さ
ら
に
氏
の
「
惣
無
事
令
」
の

「
執
達
」
と
い
う
解
釈
が
「
令
」
あ
り
き
と
す
る
そ
の
後
の
研
究
史
を
呪
縛
し
て
き
た
も
の
か
ら
解
放
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

　
つ
ぎ
に
、
秀
吉
直
書
の
性
格
を
個
別
性
と
い
う
視
点
か
ら
み
て
い
こ
う
。
多
賀
谷
重
経
宛
の
直
書
門
史
料
1
】
の
冒
頭
に
「
対
石
田
治
部
少
輔

書
状
遂
披
見
候
」
、
白
土
右
馬
歯
宛
の
直
書
門
史
料
2
】
と
片
倉
小
十
郎
宛
の
直
書
の
冒
頭
に
は
「
対
富
田
左
近
将
監
書
状
披
見
候
」
と
あ
り
、

石
田
三
成
、
富
田
一
白
へ
の
書
状
が
秀
吉
に
披
露
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
こ
れ
ら
の
直
書
が
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
返
書
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
個
別
性
を
確
認
し
う
る
。
こ
の
個
別
性
を
重
視
す
れ
ば
、
こ
の
返
書
の
性
格
を
持
つ
直
書
を
も
っ
て
、
秀

吉
の
意
図
「
惣
無
事
令
」
が
関
東
・
奥
両
国
の
大
名
領
主
に
一
律
に
伝
え
ら
れ
た
と
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
秀
吉
側
に

石
田
三
成
や
富
田
～
白
な
ど
を
通
じ
て
な
ん
ら
か
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
執
っ
た
も
の
に
の
み
、
こ
の
直
書
が
送
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

書
を
も
っ
て
関
東
・
奥
両
国
の
大
名
領
主
に
一
斉
に
「
令
」
が
出
さ
れ
た
と
す
る
の
は
妥
当
性
を
欠
く
。

　
さ
ら
に
、
宛
て
ら
れ
た
人
物
と
「
惣
無
事
」
の
対
象
と
な
っ
た
領
域
と
の
齪
謡
が
あ
る
。
下
総
結
城
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
常
陸
の
多
賀
谷

重
経
に
宛
て
ら
れ
た
直
書
に
は
「
関
東
奥
両
国
迄
」
と
あ
る
の
は
と
も
か
く
、
陸
奥
平
の
岩
城
氏
の
堂
下
に
あ
っ
た
白
土
細
砂
助
へ
の
直
書
、

出
羽
米
沢
伊
達
氏
の
重
臣
片
岡
小
十
郎
へ
の
直
書
に
は
「
奥
両
国
迄
」
の
文
言
は
な
く
「
関
東
惣
無
事
之
儀
」
と
の
み
あ
り
、
対
象
と
す
る
地
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「惣無事」はあれど「惣無事令」はなし（藤井）

域
と
宛
所
の
領
主
た
ち
の
本
拠
と
す
る
地
域
と
に
ズ
レ
が
あ
り
、
こ
の
直
書
、
少
な
く
と
も
白
土
宛
と
片
倉
宛
の
直
書
に
よ
り
伝
え
ら
れ
た
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

容
は
、
白
土
・
片
倉
と
は
隣
接
す
る
と
は
い
え
直
接
関
係
の
な
い
地
域
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
常
陸
の
多
賀
谷
重
経
に
宛
て
ら
れ
た
直
書
に

は
「
不
可
有
異
儀
候
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
白
土
右
誓
書
、
片
岡
小
十
郎
へ
の
直
書
に
は
「
其
段
可
相
達
候
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
こ
の
文
言

の
違
い
は
、
多
賀
谷
は
こ
の
「
惣
無
事
」
の
直
接
の
対
象
者
で
あ
り
、
白
土
・
片
倉
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
差
異
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
直
書
を
も
っ
て
、
関
東
・
奥
両
国
を
対
象
と
し
て
「
惣
無
事
令
」
が
出
さ
れ
た
と
す

る
藤
木
氏
の
見
解
は
成
立
し
が
た
い
。

①
第
二
章
注
⑬
戸
谷
論
文
。
た
だ
し
「
惣
無
事
」
カ
「
無
事
」
か
に
つ
い
て
は
特

　
段
区
別
し
て
位
茶
づ
け
る
立
場
に
は
た
た
な
い
（
第
二
細
注
⑯
竹
井
論
文
参
照
）
。

②
天
正
一
四
年
六
月
一
七
日
付
閨
村
宗
顕
宛
小
笠
原
貞
慶
書
状
（
『
福
島
県
史
盛

　
七
一
五
八
九
頁
）
に
門
抑
近
年
会
津
与
被
及
鉾
楯
儀
、
無
所
詮
事
候
鰍
、
依
三
家

　
（
伊
達
・
芦
名
・
田
村
）
和
睦
之
儀
付
而
、
自
　
関
白
様
（
秀
吉
）
成
　
御
書
被

　
墨
型
、
様
子
自
我
等
可
申
送
之
旨
被
仰
排
煙
条
、
軍
使
札
申
進
候
」
と
あ
る
が
、

　
こ
の
「
自
適
白
垂
成
御
書
偏
は
、
伊
達
・
芦
名
・
田
村
の
三
家
に
直
接
出
さ
れ
た

　
の
で
は
な
く
、
四
月
一
九
日
付
佐
竹
義
重
宛
秀
吉
直
書
（
【
史
料
5
】
）
を
指
し
て

　
い
る
と
解
釈
し
た
い
。
な
お
、
「
自
紅
藍
様
成
御
書
扁
に
つ
い
て
は
、
粟
野
氏
は

　
一
九
八
五
年
の
論
文
で
「
「
御
書
」
は
五
月
二
十
五
日
付
の
秀
吉
朱
印
状
を
指
す

　
こ
と
は
確
実
で
あ
り
」
と
す
る
が
、
五
月
二
五
日
付
の
朱
印
状
は
「
佐
野
事
」
が

　
主
文
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
会
津
芦
名
と
伊
達
・
田
村
と
の
「
楯
鉾
」
は
み
え
ず
、

　
四
月
～
九
日
付
佐
竹
義
重
宛
秀
吉
直
書
に
「
会
津
（
芦
名
盛
重
）
与
伊
達
（
政

　
宗
）
、
累
年
鉾
楯
由
候
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
粟
野
氏
は
一
九
九

　
三
年
の
論
文
で
は
、
解
釈
を
改
め
ら
れ
、
「
い
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
」
「
五

　
月
二
十
五
日
に
近
い
時
期
に
発
給
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
」
と
す
る
。

③
小
林
清
治
『
奥
羽
仕
置
と
豊
臣
政
権
暁
（
吉
規
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
六
六

　
頁
参
照
。

④
（
天
正
【
六
年
）
｝
O
月
二
六
日
付
伊
達
政
宗
宛
徳
川
家
康
書
状
魍
伊
達
家
文

　
書
隔
年
九
二
。

⑤
返
書
の
文
言
に
本
格
的
に
注
目
し
た
の
は
中
黒
達
夫
氏
（
一
九
九
五
年
論
文
）

　
で
あ
り
、
ま
た
藤
田
達
生
氏
も
一
九
九
九
年
の
論
文
で
醤
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

　
の
評
価
・
位
置
づ
け
は
本
稿
と
異
な
る
。

⑥
「
惣
無
事
令
扁
が
何
故
に
遅
れ
て
白
河
義
親
に
報
じ
ら
れ
た
（
天
正
｝
六
年
四

　
月
六
日
白
河
義
親
宛
富
田
7
日
口
状
、
「
白
川
文
書
駄
『
白
河
市
史
扁
五
－
七
四
九

　
頁
）
の
か
を
め
ぐ
る
研
究
史
上
の
課
題
も
、
従
来
の
広
域
性
・
持
続
性
を
も
つ

　
「
惣
無
事
令
漏
公
布
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
、
白
河
義
親
と
富
田
【
白
と
の
関
係

　
の
個
別
性
か
ら
充
分
に
説
明
し
う
る
。

⑦
こ
の
点
に
最
初
に
注
目
し
た
の
は
粟
野
氏
〇
九
九
三
年
論
文
）
で
あ
る
が
、

　
本
稿
の
位
置
づ
け
と
は
観
点
が
異
な
る
。
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第
四
章
　
「
惣
無
事
」
の
個
別
性
・
時
事
性

　
こ
の
章
で
は
、
秀
吉
が
関
わ
っ
た
「
惣
無
事
」
あ
る
い
は
「
無
事
」
が
、
特
定
の
状
況
へ
の
対
応
で
あ
り
、
そ
の
都
度
、
秀
吉
か
ら
提
起
さ

れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
持
続
的
で
広
域
的
な
「
令
」
あ
る
い
は
そ
の
執
行
を
示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一

天
正
一
一
年
の
「
惣
無
婁
」

　
こ
の
年
の
「
惣
無
事
」
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
錦
蔦
氏
の
「
東
国
「
惣
無
事
」
令
の
餌
壷
に
つ
い
て
一
徳
川
家
康
の
「
惣
無
事
」
と
羽
柴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

秀
吉
一
」
と
竹
井
英
文
氏
の
論
考
「
戦
国
・
織
豊
期
東
国
の
政
治
情
勢
と
「
惣
無
事
」
」
が
あ
る
。
以
下
の
叙
述
は
、
両
氏
の
論
証
に
基
本

的
に
従
っ
た
。

　
秀
吉
が
か
か
わ
る
出
来
事
で
「
無
事
」
あ
る
い
は
「
惣
無
事
」
の
語
が
み
え
る
の
は
、
天
正
一
一
年
一
〇
月
二
五
日
付
秀
吉
書
状
が
最
初
で

あ
る
。

　
　
　
　
②

　
【
史
料
7
】

　
従
甲
州
御
帰
城
鳶
職
愚
問
、
以
～
翰
申
入
候
、
但
信
州
御
手
置
等
丈
夫
被
仰
付
帯
由
、
肝
要
潮
候
、
兼
而
又
関
東
者
無
事
之
儀
被
仰
薫
煙
由
、
被
仰
越
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
織
田
信
長
）

　
乍
去
予
今
御
遅
延
二
候
、
如
何
様
之
儀
二
重
御
座
候
哉
、
最
前
上
様
御
在
世
之
御
時
、
何
日
無
御
疎
略
方
々
二
等
問
、
早
速
御
無
事
モ
被
仰
調
査
候
、
自
然

　
何
角
延
引
有
之
仁
御
座
候
者
、
其
趣
被
仰
蕃
俗
者
、
御
談
合
申
、
急
度
其
御
行
可
有
之
候
、
随
而
日
向
巣
鷹
継
端
髪
元
二
者
珍
敷
候
間
、
進
上
候
、
従
九
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
次
）

　
近
日
鷹
可
上
候
由
候
間
、
重
而
可
進
之
候
、
委
細
之
段
西
尾
小
左
衛
門
申
含
候
、
恐
々
謹
善
瀬
、

　
　
　
　
　
　
　
　
羽
柴
筑
前
守

　
　
　
十
月
廿
五
日
　
　
　
　
秀
吉

　
　
　
　
（
徳
川
家
康
）

　
　
　
　
参
河
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
人
々
御
中
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「惣無事」はあれど「惣無事令」はなし（藤井）

　
こ
の
書
状
で
、
秀
吉
は
家
康
に
対
し
、
兼
ね
て
家
康
の
方
か
ら
「
関
東
由
無
事
之
隠
妻
急
調
候
由
」
を
い
っ
て
来
ら
れ
た
が
、
い
ま
に
至
っ

て
も
遅
延
し
て
い
る
、
如
何
か
。
信
長
が
在
世
の
と
き
に
は
、
い
ず
れ
も
「
御
疎
略
」
な
き
方
々
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
早
速
「
御
無
事
」
が

仰
せ
調
え
ら
れ
る
の
が
も
っ
と
も
と
思
う
。
万
一
な
に
か
と
「
延
引
」
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
の
趣
を
私
に
仰
せ
越
さ
れ
た
な
ら
ば
、
「
御

談
合
」
の
う
え
、
か
な
ら
ず
そ
れ
へ
の
「
御
行
」
1
1
軍
事
行
動
に
及
ぶ
で
あ
ろ
う
、
と
申
し
送
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
関
東
」
「
無

事
」
は
、
国
造
の
北
条
氏
と
佐
竹
氏
を
は
じ
め
と
す
る
北
関
東
・
南
奥
諸
領
主
と
の
間
の
「
無
事
」
離
和
睦
・
和
平
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
時
点
で
は
、
秀
吉
が
畿
内
を
掌
握
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
家
康
と
の
関
係
は
ほ
ぼ
対
等
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
秀
吉
の
書
状
を
受
け
た
家
康
は
、
北
条
氏
政
に
対
し
一
一
月
一
五
日
付
で
書
状
（
門
史
料
4
】
）
を
送
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
秀
吉
か
ら
の

「
関
菓
惣
無
事
親
仁
」
に
つ
い
て
の
書
状
を
受
け
た
家
康
は
、
こ
の
「
惣
無
事
」
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
北
条
仁
政
に
対
し
、
こ
の
秀
吉
書

状
を
朝
比
奈
泰
勝
を
使
者
と
し
て
届
け
る
の
で
、
宿
直
と
と
も
に
よ
く
よ
く
「
御
勘
弁
」
を
遂
げ
、
「
御
報
」
す
な
わ
ち
返
事
を
戴
き
た
い
と

申
し
送
っ
た
。

　
こ
の
北
条
氏
へ
の
働
き
か
け
は
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
向
か
っ
て
秀
吉
と
家
康
と
の
間
が
険
悪
に
な
る
こ
と
で
、
成
立
す
る
こ
と
は
な

く
、
家
康
の
手
に
よ
っ
て
「
関
東
」
の
「
惣
無
事
」
が
調
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
「
奥
両
国
」
雌
出
羽
・
陸
奥
は
秀
吉
の
視

野
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

　
こ
こ
で
も
注
意
し
た
い
の
は
、
秀
吉
が
抗
争
の
当
事
者
に
「
無
事
」
あ
る
い
は
「
惣
無
事
」
を
伝
え
た
り
、
命
じ
て
は
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

北
条
氏
と
北
関
東
・
南
奥
の
諸
大
名
諸
領
主
と
の
間
の
「
惣
無
事
」
1
1
和
睦
を
仲
介
す
る
の
は
、
北
条
氏
に
と
っ
て
は
同
盟
者
で
あ
り
、
北
条

氏
と
対
蒔
し
た
北
関
東
・
南
奥
の
大
名
領
主
と
も
通
交
の
あ
っ
た
家
康
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
家
康
を
介
し
て
し
か
関
東
に
介
入
し
が
た
い
と

い
う
秀
吉
側
の
限
界
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
こ
の
秀
吉
に
よ
る
「
関
東
」
の
「
無
事
」
「
惣
無
事
」
へ
の
関
与
が
、
秀
吉
の
関
白
任
官
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
事
実
は
、
「
惣
無
事
令
」
の
法
源
な
い
し
成
立
の
契
機
を
秀
吉
の
関
白
任
官
に
と
も
な
う
「
領
土
高
権
」
の
掌
握
に
求
め
て
き
た
藤
木
氏
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「
惣
無
事
令
」
論
の
主
張
を
、

2

　
　
　
　
　
　
　
　
④

否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

俳
達
・
芦
名
間
の
「
無
事
」
と
佐
竹
義
重
の
「
馳
走
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
天
正
一
四
年
四
月
～
九
日
、
秀
吉
は
常
陸
の
佐
竹
義
重
に
直
書
（
【
史
料
5
】
）
を
送
っ
た
。
こ
の
直
書
の
冒
頭
に
「
去
月
七
B
返
札
到
来
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
あ
る
こ
と
と
、
当
時
東
国
か
ら
京
都
へ
書
状
が
届
く
に
要
す
る
業
間
と
か
ら
、
秀
吉
は
、
天
正
一
三
年
末
か
一
四
年
は
じ
め
に
佐
竹
義
重
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

書
状
を
送
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
秀
吉
書
状
に
対
し
、
佐
竹
義
重
は
、
三
月
七
日
付
で
秀
吉
に
返
書
を
送
り
、
そ
れ
を
四
月

半
ば
に
受
け
取
っ
た
秀
吉
が
、
四
月
一
九
日
付
で
佐
竹
義
重
に
書
状
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
三
月
七
日
付
の
義
重
の
返
書
で
報

　
　
　
　
（
芦
名
盛
重
）
（
微
宗
）

じ
ら
れ
た
「
会
津
与
伊
達
、
累
年
鉾
楯
」
に
つ
い
て
、
秀
吉
は
「
天
下
静
誰
」
の
中
で
、
そ
れ
を
云
わ
れ
ざ
る
「
題
目
」
と
し
、
「
早
々
無

事
」
を
「
馳
走
」
す
る
よ
う
義
重
に
求
め
た
。
そ
の
場
合
の
条
件
と
し
て
「
境
目
」
は
「
当
知
行
」
と
し
、
「
存
分
」
が
あ
る
場
合
に
は
使
者

を
派
遣
す
る
と
し
、
さ
ら
に
秀
吉
自
ら
の
出
馬
を
臭
わ
せ
て
い
る
。

　
こ
の
一
件
で
、
秀
吉
は
、
伊
達
政
宗
と
芦
名
盛
重
と
の
「
無
事
」
は
、
佐
竹
義
重
が
「
馳
走
」
す
る
も
の
と
し
、
秀
吉
自
身
が
伊
達
・
芦
名

両
者
に
「
無
事
」
を
直
接
に
命
じ
て
い
な
い
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
無
事
」
は
、
伊
達
・
芦
名
間
の
抗
争
と
い
う
個
別

案
件
・
事
例
に
対
し
て
秀
吉
が
求
め
た
も
の
で
、
関
東
・
奥
両
国
の
大
名
～
般
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
個
別
的
・
時
事
的

な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
家
康
の
上
洛
と
「
関
東
之
儀
」
委
任

　
天
正
一
三
年
末
、
家
康
と
の
聞
で
人
質
交
渉
が
進
展
し
な
い
な
か
、
秀
吉
は
、
家
康
「
成
敗
」
の
た
め
軍
事
動
員
の
準
備
に
と
り
か
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

天
正
一
四
年
正
月
九
日
に
は
、
自
ら
二
月
～
○
日
に
出
馬
す
る
こ
と
を
、
真
田
昌
幸
や
上
杉
景
勝
に
報
じ
る
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
織
田
信

雄
が
両
者
を
仲
介
し
、
両
者
の
「
入
魂
」
「
無
事
」
が
な
る
（
秀
吉
側
で
は
家
康
「
赦
免
」
）
。
さ
ら
に
同
年
一
〇
月
の
家
康
の
上
洛
に
よ
っ
て
、
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「惣無事」はあれど「惣無事令」はなし（藤井）

家
康
の
秀
吉
へ
の
臣
従
が
確
定
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秀
告
）

　
天
正
一
四
年
＝
月
四
日
付
の
上
杉
景
勝
宛
の
直
書
で
、
秀
省
は
「
家
康
上
洛
候
て
令
入
魂
、
何
様
に
も
関
白
殿
次
第
与
申
候
」
と
、
家
康

の
上
洛
、
家
康
と
の
「
入
魂
」
、
家
康
が
な
に
ご
と
も
秀
吉
次
第
と
申
し
述
べ
た
こ
と
を
報
じ
る
と
と
も
に
、
「
関
東
白
面
、
家
康
と
令
談
合
、

諸
事
相
任
之
由
、
被
塩
出
候
」
と
、
「
関
東
之
儀
」
を
家
康
と
談
合
し
、
「
諸
事
」
に
つ
い
て
家
康
に
任
せ
た
こ
と
を
申
し
送
っ
た
。
ま
た
同
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

付
の
景
勝
へ
宛
て
た
も
う
一
通
の
直
書
の
な
か
で
、
秀
吉
は
「
家
康
右
露
分
候
ヘ
ハ
、
関
東
へ
之
人
数
も
不
差
越
、
無
事
二
可
仕
候
由
、
家
康

へ
被
仰
出
候
」
と
、
関
東
へ
の
軍
勢
派
遣
を
取
り
止
め
、
「
無
事
」
が
実
現
す
る
よ
う
家
康
に
仰
せ
出
さ
れ
た
と
も
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

秀
吉
は
、
「
関
東
之
儀
」
「
無
事
」
を
家
康
に
任
せ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
様
相
は
、
次
に
あ
げ
る
天
正
～
五
年
二
月
二
四
日
付
上
杉
景
勝
宛
の
秀
吉
直
書
か
ら
よ
り
詳
し
く
し
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　
⑪

　
【
史
料
8
】

　
去
二
品
書
状
加
温
出
頭
、
関
東
無
画
歴
之
由
被
申
越
候
、
業
者
遠
逝
儀
、
最
前
家
康
上
洛
刻
、
具
被
歯
式
候
間
、
定
而
御
請
可
輪
軸
、
自
然
北
条
相
背
御

　
　
　
　
（
義
重
）
　
（
劉
綱
）
　
　
（
晴
朝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
成
）
　
　
　
　
　
　
（
長
盛
）

　
下
知
、
佐
竹
・
宇
都
富
・
結
城
へ
於
相
動
者
、
従
此
方
頬
被
仰
聞
間
、
後
詰
可
有
之
、
用
意
可
被
申
付
候
、
猶
石
田
治
部
少
輔
・
増
田
右
衛
門
尉
・
木
村

　
（
吉
清
）

　
弥
一
右
衛
門
尉
可
申
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秀
吉
）

　
　
　
一
一
月
廿
四
日
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
景
勝
）

　
　
　
　
　
　
上
杉
少
将
と
の
へ

　
す
な
わ
ち
、
二
月
二
日
付
で
景
勝
よ
り
「
関
東
無
言
儀
」
の
報
告
を
受
け
た
秀
吉
は
、
「
八
間
㎜
儀
」
1
1
関
東
の
こ
と
は
、
家
康
が
上
洛
し
た

お
り
に
委
し
く
仰
せ
聞
か
せ
た
の
で
、
き
っ
と
家
康
は
そ
れ
を
「
御
請
」
に
な
る
だ
ろ
う
。
万
一
、
北
条
氏
が
秀
吉
の
「
御
下
知
」
に
背
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

佐
竹
・
宇
都
宮
・
結
城
等
を
攻
め
る
な
ら
ば
、
秀
吉
か
ら
直
接
仰
せ
き
か
せ
る
の
で
、
そ
の
時
の
軍
事
動
員
に
あ
た
っ
て
の
後
詰
の
用
意
を
す

る
よ
う
に
、
と
申
し
送
っ
た
。

　
こ
こ
で
も
「
八
刀
朋
儀
」
1
1
関
東
の
無
事
は
、
秀
吉
か
ら
家
康
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
秀
吉
が
北
条
氏
を
含
め
た
関
東
の
諸
大
名
諸
領
主
に
直
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接
「
無
事
」
を
命
じ
て
い
な
い
、
さ
ら
に
秀
吉
の
直
接
介
入
は
北
条
氏
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
い
場
合
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
、
確
認
で
き
る
。

な
お
、
一
連
の
景
勝
宛
の
秀
吉
書
状
の
文
面
か
ら
、
秀
吉
と
家
康
の
関
係
は
、
家
康
が
上
洛
し
秀
吉
に
臣
下
の
礼
を
と
っ
た
も
の
の
、
秀
吉
が

圧
倒
的
優
位
な
立
場
を
確
定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
家
康
へ
の
相
当
の
気
遣
い
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
関
東
之
儀
」
に
、
家
康
を
差

し
置
い
て
、
秀
吉
が
直
接
介
入
し
が
た
か
っ
た
こ
と
が
反
映
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

4

伊
達
・
最
上
等
の
「
惣
無
婁
」
と
家
康
の
「
曖
」

20　（380）

　
天
正
一
六
年
一
〇
月
二
六
日
、
徳
川
家
康
は
、
伊
達
政
宗
に
次
の
よ
う
な
書
状
を
送
っ
た
。

　
　
　
　
⑬

　
囲
史
料
9
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秀
吉
）

　
其
暗
黙
無
事
之
儀
、
家
康
可
申
曖
旨
、
従
　
殿
下
被
仰
下
候
間
、
御
請
訓
、
則
以
使
者
和
与
密
儀
可
申
暖
由
存
留
処
、
早
速
御
無
事
之
由
、
尤
可
然
儀
候
、

　
　
（
澱
上
）

　
殊
義
光
之
儀
、
御
骨
肉
警
衛
候
間
、
弥
向
後
互
御
入
魂
専
要
候
、
上
帯
羽
世
一
無
上
茶
三
尊
進
之
候
、
委
細
腰
越
目
上
相
含
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
十
月
廿
⊥
ハ
n
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
晦
い
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
（
政
宗
）

　
　
　
　
　
伊
達
左
京
大
夫
殿

　
こ
の
書
状
の
内
容
は
、
「
紅
舌
惣
無
事
之
儀
」
を
家
康
が
「
曖
」
う
よ
う
秀
吉
か
ら
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
「
御
請
」
し
た
。
そ
こ
で

使
者
を
派
遣
し
て
「
和
与
」
を
「
曖
」
お
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
「
無
事
」
が
調
っ
た
と
の
こ
と
、
尤
も
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
最
上

義
光
と
の
あ
い
だ
は
「
御
骨
肉
記
事
」
で
あ
る
の
だ
か
ら
「
御
入
魂
」
で
あ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
「
其
表
惣
無
事
」
は
、
最
上
・
芦
名
・
佐
竹
等
と
伊
達
と
の
和
睦
・
講
和
を
差
し
て
お
り
、
奥
両
国
の
「
惣
無
事
」
一
般
で
は
な
い
。
ま
た
、

先
述
の
ご
と
く
「
其
表
芸
無
事
」
は
秀
吉
か
ら
家
康
に
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
、
秀
吉
が
直
接
に
伊
達
や
芦
名
に
命
じ
た
も
の
で
な
い
。
さ
ら
に
、

こ
の
場
合
も
秀
吉
か
ら
家
康
へ
の
「
惣
無
事
」
の
「
申
言
」
の
命
も
、
一
方
的
な
も
の
で
は
な
く
、
家
康
が
請
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、

秀
吉
と
家
康
の
微
妙
な
関
係
を
示
す
と
同
時
に
、
こ
の
一
件
が
個
別
的
・
時
事
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



小

括

「惣無事」はあれどヂ惣無事令」はなし（藤井）

　
秀
吉
が
か
か
わ
っ
た
東
国
の
「
惣
無
事
」
「
無
事
」
は
、
天
正
一
一
年
は
北
条
氏
と
北
関
東
・
南
奥
の
大
名
領
主
達
と
の
問
の
「
惣
無
事
」

で
あ
り
、
天
正
一
四
年
の
一
つ
め
は
伊
達
と
芦
名
の
「
無
事
」
で
あ
り
、
二
つ
め
は
天
正
＝
年
と
同
様
、
北
条
氏
と
北
関
東
・
南
奥
の
大
名

領
主
達
と
の
間
の
「
惣
無
事
」
で
あ
り
、
天
正
＝
ハ
年
は
伊
達
と
最
上
等
と
の
間
の
「
惣
無
事
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
は
個
別
的
か
つ
時
事
的

な
も
の
で
、
藤
木
氏
が
想
定
さ
れ
た
「
惣
無
事
令
」
の
ご
と
く
、
広
く
公
布
さ
れ
持
続
的
に
地
域
の
大
名
領
主
を
拘
束
し
た
「
令
」
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
事
例
と
「
惣
無
事
」
理
解
に
立
つ
限
り
、
藤
木
氏
の
「
惣
無
事
令
」
は
存
立
し
え
な
い
。

③
第
二
章
注
⑮
⑯
。

②
　
　
『
武
徳
編
年
集
成
』
二
六
、
槻
大
日
本
史
料
』
　
＝
編
五
、
二
〇
二
頁
。

③
竹
井
氏
は
、
天
正
＝
年
一
〇
月
二
五
日
付
家
康
宛
秀
吉
書
状
を
門
再
び
門
関

　
東
者
無
事
漏
を
実
現
す
る
よ
う
命
令
す
る
も
の
と
し
て
」
と
記
す
よ
う
に
「
命

　
令
」
と
捉
え
て
い
る
が
、
こ
の
段
階
の
両
者
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
「
要
請
」
と
す

　
る
の
が
妥
当
か
。

④
竹
井
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
贋
秀
吉
の
「
関
東
惣
無
事
」
政
策
と
は
、
関
白

　
就
任
や
家
康
の
上
洛
と
は
関
係
な
く
、
こ
う
し
た
東
国
の
地
域
的
特
性
や
そ
の
後

　
の
政
治
情
勢
の
展
開
を
も
と
に
、
天
正
～
　
年
に
登
場
し
た
歴
史
的
な
産
物
な
の

　
で
あ
る
」
と
述
べ
、
秀
吉
に
よ
る
「
惣
無
事
」
政
策
の
開
始
が
天
正
一
一
年
で
あ

　
る
こ
と
を
論
証
す
る
こ
と
で
、
事
実
上
、
門
惣
無
事
令
」
の
法
源
を
秀
吉
の
関
白

　
就
任
に
求
め
る
藤
木
氏
の
考
え
方
を
否
定
し
て
い
る
。

⑤
こ
の
書
状
が
上
杉
家
文
轡
の
一
通
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
こ
と
は
、
佐
竹
義
重

　
に
は
届
か
な
か
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
（
一
九
九
三
年
粟
野
論
文
）
。
こ
の

　
時
期
の
命
令
・
情
報
伝
達
の
不
確
実
性
を
示
す
も
の
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。

⑥
佐
竹
か
ら
秀
吉
の
も
と
へ
書
状
が
届
く
時
間
は
、
天
正
　
二
年
の
場
合
は
五
月

　
一
五
日
発
七
月
六
日
着
（
天
正
～
二
年
七
月
八
臼
付
佐
竹
義
久
宛
秀
吉
書
状
、

　
「
奈
良
文
嶽
日
」
）
、
　
｝
穴
｝
止
一
～
二
年
は
四
㎜
月
一
九
R
【
発
⊥
ハ
月
一
五
n
口
争
宿
（
天
正
～
＝
一
年

　
六
月
一
五
日
付
佐
竹
義
垂
宛
秀
吉
書
状
、
「
成
籔
堂
古
文
書
」
）
、
天
正
一
四
年
は

　
三
月
七
ヨ
発
四
月
一
九
日
頃
着
（
天
正
一
四
年
四
月
一
九
日
付
佐
竹
義
重
宛
秀
吉

　
書
状
、
噸
上
杉
家
文
書
』
八
三
五
）
で
、
四
〇
日
か
ら
六
〇
日
を
要
し
て
い
る
。

⑦
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
上
杉
景
勝
や
真
田
昌
幸
に
宛
て
た
家

　
康
成
敗
が
内
容
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑧
（
天
正
一
四
年
）
二
月
八
日
付
真
田
昌
幸
宛
秀
吉
轡
状
写
（
「
長
国
寺
殿
御
事

　
鳶
職
」
隅
神
奈
川
県
史
臨
資
料
編
一
二
下
九
五
五
六
。
な
お
『
神
奈
川
県
史
臨
は
こ

　
の
書
状
を
天
正
一
八
年
の
も
の
と
し
て
い
る
）
。
（
天
正
～
四
年
）
二
月
九
日
付
上

　
杉
景
勝
宛
豊
臣
秀
吉
書
状
（
「
熊
野
神
社
文
書
」
『
出
雲
意
宇
三
社
文
意
塩
島
根
県

　
教
育
委
員
会
、
一
九
七
四
年
、
な
お
こ
の
文
書
を
『
出
雲
意
宇
六
七
文
書
㎏
は
天

　
正
一
八
年
、
門
薪
潟
県
史
臨
は
天
正
一
二
年
、
三
鬼
清
一
郎
『
豊
臣
秀
吉
文
書
目

　
録
隔
（
一
九
八
九
年
）
で
は
天
正
＝
一
年
と
天
正
一
八
年
に
収
録
、
隅
上
越
市

　
史
蜘
・
『
愛
知
県
史
』
は
天
正
～
四
年
の
も
の
と
す
る
。
詳
細
な
検
討
は
省
く
が
天

　
正
一
四
年
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
）
。

⑨
（
天
正
一
四
年
）
＝
月
四
日
付
上
杉
量
勝
宛
秀
吉
轡
状
（
『
上
杉
家
文
書
』

　
八
一
七
）
。
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⑩
（
天
正
一
四
年
）
＝
濫
費
日
付
上
杉
景
勝
宛
秀
吉
書
状
（
『
上
杉
家
文
轡
臨

　
八
　
八
）
。

⑪
『
上
杉
家
文
番
睡
八
二
二
。

⑫
こ
の
直
書
、
こ
と
に
「
従
此
方
可
被
仰
聞
候
問
、
後
詰
可
有
之
、
用
意
可
申

　
付
候
扁
の
部
分
か
ら
藤
木
氏
は
門
家
康
を
中
心
と
し
て
推
進
め
る
こ
と
に
大
き
く

　
転
換
し
た
の
で
あ
り
、
上
杉
景
勝
は
い
わ
ば
脇
役
に
退
け
ら
れ
扁
た
と
し
た
の
に

　
聾
し
、
矢
部
健
太
郎
氏
は
第
二
章
注
⑫
の
論
文
で
、
景
勝
の
「
御
取
次
」
解
任
・

　
留
任
等
を
明
示
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
門
惣
無
事
」
政
策
に
家
康
と
と

　
も
に
関
与
し
続
け
た
と
し
て
い
る
。

⑬
（
天
正
一
六
年
）
一
〇
月
二
六
日
差
伊
達
政
宗
宛
徳
川
家
康
轡
状
『
伊
達
家
文

　
書
』
三
九
二
。
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第
五
章
　
藤
木
氏
の
「
惣
無
事
令
」
に
肢
行
・
逸
脱
す
る
政
策

　
こ
こ
で
は
、
「
惣
無
事
令
」
が
政
権
の
政
策
基
調
で
あ
る
と
し
た
場
合
、
そ
の
路
線
と
は
異
な
る
破
行
あ
る
い
は
逸
脱
す
る
動
き
を
検
証
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
「
惣
無
事
」
の
「
令
し
と
し
て
の
存
在
に
疑
義
を
呈
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

1

天
正
一
四
年
の
真
田
処
分

　
秀
吉
と
真
田
昌
幸
と
の
関
係
は
、
天
正
＝
二
年
、
真
田
昌
幸
か
ら
、
「
馬
糞
」
へ
の
書
状
に
よ
っ
て
始
ま
り
、
そ
れ
を
受
け
て
同
年
一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

一
七
日
、
秀
吉
は
真
田
昌
幸
に
対
し
「
其
方
進
退
之
儀
、
何
之
道
こ
も
不
迷
惑
様
二
可
申
付
候
問
、
可
心
藩
候
」
と
、
申
し
送
っ
た
。

　
そ
し
て
同
年
一
一
月
一
九
日
、
家
康
と
の
人
質
交
渉
の
挫
折
を
受
け
て
、
「
家
康
成
敗
」
に
決
し
た
秀
吉
は
、
真
田
昌
幸
に
対
し
、
翌
年
正

月
～
五
日
以
前
の
自
ら
の
出
馬
を
報
じ
る
と
と
も
に
小
笠
原
貞
慶
・
木
曽
義
昌
と
「
信
州
・
甲
州
両
国
懸
濁
」
を
「
相
談
、
諸
事
申
合
」
す
よ

　
　
②

う
命
じ
、
真
田
昌
幸
等
が
家
康
包
囲
網
の
一
翼
を
担
う
こ
と
を
期
待
し
た
。

　
さ
ら
に
翌
天
正
一
四
年
正
月
八
日
に
は
、
正
月
中
に
「
先
勢
」
を
「
差
遣
」
わ
し
、
二
月
二
〇
日
ご
ろ
に
は
自
ら
出
馬
す
る
こ
と
を
伝
え
、

四
国
・
西
国
の
軍
勢
動
員
、
兵
器
確
保
、
さ
ら
に
「
無
人
」
で
あ
る
真
田
・
小
笠
原
の
軍
勢
に
つ
い
て
「
率
ホ
之
動
」
を
し
な
い
よ
う
指
示
し

③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
。
先
述
の
ご
と
く
こ
の
秀
吉
巴
家
康
の
抗
争
は
、
天
正
一
四
年
正
月
末
に
は
、
織
田
信
雄
の
仲
介
で
「
和
与
」
「
無
事
」
が
成
立
す
る
。
そ



「惣無事」はあれど「惣無事令」はなし（藤井）

こ
で
秀
吉
は
、
同
年
二
月
三
〇
日
、
真
田
昌
幸
に
、
家
康
を
「
免
」
じ
た
こ
と
、
「
信
州
各
儀
」
も
「
関
白
存
分
」
と
な
っ
た
の
で
、
「
矢
傷
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
す
る
よ
う
申
し
送
っ
た
。

　
こ
の
後
、
秀
吉
と
家
康
と
の
あ
い
だ
で
家
康
の
上
洛
を
含
む
具
体
的
な
講
和
交
渉
が
進
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
過
程
で
、
家
康
に
よ
る
「
真
田

成
敗
」
が
秀
吉
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
。
こ
の
件
を
、
秀
吉
は
、
家
康
に
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。

　
　
　
　
⑥

　
門
史
料
m
】

　
　
　
条
々

　
　
（
畠
幸
）

　
　
一
真
田
為
成
敗
人
数
被
差
遣
由
候
、
手
堅
可
被
申
付
儀
、
専
一
候
事
、

　
　
一
真
田
上
行
構
内
、
自
越
後
人
数
入
置
所
二
三
ケ
所
も
可
有
之
候
、
其
段
者
此
方
よ
り
請
取
思
者
壷
井
付
、
何
も
境
目
等
事
、
定
而
被
遣
上
使
軍
戸
相
立
候
、

　
　
越
後
へ
も
右
通
被
仰
遣
候
条
、
真
田
為
合
力
人
数
を
出
塁
事
有
間
敷
候
間
、
願
事
其
意
、
越
後
よ
り
人
数
出
軍
所
へ
手
さ
し
有
間
敷
早
事
、

　
　
（
貞
慶
）
　
（
義
昌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
ー
ノ
マ
マ

　
　
一
小
笠
原
井
木
造
事
、
此
方
よ
り
相
副
使
者
下
候
鰍
、
不
誉
者
其
方
上
洛
之
上
県
引
合
轡
虫
、
可
憐
得
其
意
候
、
両
人
持
分
、
内
々
下
々
か
せ
き
仕
候
由
候
、

　
　
さ
様
之
段
狼
無
之
様
堅
可
被
申
付
候
事
、

　
　
　
右
道
茂
申
含
差
遣
候
間
、
能
々
可
被
聞
届
候
也
、

　
　
　
（
天
正
十
四
年
）
（
秀
吉
）

　
　
　
八
月
山
ハ
ロ
伺
　
御
在
判

　
　
　
　
　
　
（
家
膜
）

　
　
　
　
徳
川
参
河
守
と
の
へ

　
こ
こ
で
は
、
家
康
に
真
田
「
成
敗
」
の
た
め
の
「
人
数
」
軍
勢
派
遣
を
承
認
し
、
そ
れ
を
手
堅
く
申
し
付
け
る
こ
と
を
「
専
こ
と
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
真
田
の
知
行
地
の
う
ち
信
濃
で
上
杉
景
勝
が
「
人
数
」
を
入
れ
て
い
る
二
、
三
か
所
の
城
に
つ
い
て
は
秀
吉
側
で
受
け
取
り
、

「
境
目
」
等
は
改
め
て
「
上
使
」
を
遣
わ
し
て
決
め
る
の
で
、
そ
の
地
へ
の
家
康
側
か
ら
の
「
手
さ
し
」
は
し
な
い
よ
う
に
と
申
し
送
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

る
。
家
康
の
家
臣
水
野
宗
兵
衛
宛
の
書
状
で
は
、
秀
吉
側
で
そ
れ
ら
の
城
を
受
け
取
っ
た
う
え
で
、
「
家
康
．
司
任
存
分
候
」
と
約
束
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

こ
の
後
、
上
杉
景
勝
側
か
ら
の
働
き
か
け
が
あ
り
、
家
康
に
よ
る
真
田
成
敗
は
、
秀
吉
に
よ
っ
て
中
止
さ
れ
る
。
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こ
の
一
件
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
年
の
初
め
ま
で
家
康
包
囲
網
の
｝
端
を
形
成
し
て
い
た
真
田
昌
幸
を
、
家
康
と
の
講
和
交
渉
の
過
程

で
切
り
捨
て
、
家
康
に
敵
対
し
た
真
田
昌
幸
の
家
康
に
よ
る
「
成
敗
」
を
容
認
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
秀
吉
の
対
応
は
、
紛
争
当
事
者
へ

の
停
戦
命
令
、
両
者
の
亡
い
分
を
聞
い
た
う
え
で
の
公
儀
と
し
て
の
裁
定
と
い
う
藤
木
氏
の
い
う
「
惣
無
事
令
」
と
い
う
豊
臣
政
権
の
政
策
基

調
を
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
惣
無
事
令
」
は
貫
徹
し
て
い
な
い
。

2
　
斬
発
田
問
題

　
も
う
一
例
、
藤
木
氏
の
い
う
豊
臣
政
権
の
政
策
基
調
と
し
て
の
「
惣
無
事
令
」
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
と
は
矛
盾
あ
る
い
は
肢
行
ず
る
一

件
を
取
り
上
げ
よ
う
。
そ
れ
は
、
越
後
の
新
発
田
氏
へ
の
秀
吉
、
豊
臣
政
権
の
対
応
で
あ
る
。
上
杉
景
勝
は
、
天
正
九
年
以
来
敵
対
す
る
中
越

　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
新
発
田
重
家
を
軍
事
的
に
制
圧
し
よ
う
と
す
る
が
、
芦
名
義
広
ら
の
支
援
を
受
け
た
新
発
田
氏
は
、
度
重
な
る
上
杉
勢
の
攻
撃
に
も
耐
え
容

易
に
は
屈
服
し
な
い
。

　
新
発
田
氏
を
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
な
か
、
景
勝
は
天
正
一
四
年
五
月
に
上
洛
、
大
坂
で
秀
吉
に
謁
見
し
、
秀
吉
へ
の
臣
従
を
明
確
な
も

の
と
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
秀
吉
の
家
康
「
成
敗
」
は
中
止
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
な
お
人
質
や
家
康
の
上
洛
を
め
ぐ
っ
て
両
者
の
緊
張
状

態
が
続
い
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
同
年
九
月
六
日
、
秀
吉
は
上
杉
景
勝
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
書
状
を
送
っ
た
。

　
　
　
　
⑪

　
【
史
料
1
1
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
清
）

　
新
発
田
井
沼
田
表
象
豊
成
斬
取
、
委
細
申
含
、
木
村
弥
一
右
衛
門
尉
差
遣
落
間
、
悟
得
其
意
、
分
別
肝
要
候
、
国
二
敵
対
候
最
少
も
有
之
者
、
天
下
之
外
聞

　
云
、
又
遺
品
東
之
為
二
候
条
、
何
之
道
二
も
国
を
　
篇
二
可
被
申
付
儀
、
可
然
候
、
猶
以
、
此
度
弥
一
右
衛
門
尉
被
留
置
、
平
均
可
被
申
付
候
、
返
事
待
入

　
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
秀
吉
）

　
　
　
九
月
山
ハ
門
口
（
花
畑
一
）
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「惣無事」はあれどf惣無事令」はなし（藤井）

　
　
　
　
　
　
　
（
景
勝
）

　
　
　
　
　
上
杉
少
将
と
の
へ

　
こ
の
書
状
か
ら
、
秀
吉
は
「
新
発
田
井
沼
田
表
之
儀
」
の
た
め
に
木
村
吉
清
を
派
遣
し
た
こ
と
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
国
」
（
越
後
）
で
敵

対
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う
で
は
「
天
下
之
外
聞
」
に
お
い
て
も
「
関
東
之
為
」
に
も
良
く
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
も
「
国
」
の
＝

篇
」
1
1
統
一
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
は
秀
吉
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
ょ
う
と
し
て
い
た
か
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
九
月
六
日
の
秀
吉
書
状
と
す
れ
違
っ
て
景
勝
か
ら
秀
吉
に
八
月
一
〇
日
付
の
書
状
が
九
月
二
五
日
に
届
き
、
即
日
、
秀
吉
は
上
杉
景
勝
に
次

の
よ
う
な
書
状
を
送
っ
た
。

　
　
　
　
⑫

　
【
史
料
！
2
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
清
）

　
八
月
十
日
書
状
、
今
B
廿
五
到
来
、
加
披
見
候
、
新
発
田
表
へ
被
相
動
、
蕊
取
詰
之
由
尤
候
、
何
之
道
に
も
、
急
度
～
着
候
様
与
思
召
、
木
村
弥
一
右
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昌
幸
）

　
被
仰
含
、
被
差
遣
候
、
被
得
其
意
、
分
別
肝
要
候
、
将
又
、
真
田
事
、
墨
書
二
如
国
章
遣
候
、
表
裏
者
趾
間
、
御
成
敗
幡
鎌
、
家
康
難
被
仰
出
候
、
此
度
之

　
儀
、
先
以
相
止
候
、
次
関
東
其
外
隣
国
面
々
事
、
入
魂
次
第
、
可
被
申
次
由
、
猶
別
紙
申
藩
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秀
吉
）

　
　
　
九
月
廿
五
日
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
崇
勝
）

　
　
　
　
　
　
上
杉
少
将
と
の
へ

　
こ
こ
で
は
、
ま
ず
上
杉
景
勝
の
新
発
田
攻
め
を
認
め
、
そ
れ
が
「
一
着
」
す
る
も
の
と
期
待
を
述
べ
る
～
方
、
先
の
書
状
で
示
し
た
木
村
吉

清
の
派
遣
と
そ
の
指
示
に
よ
る
「
分
別
」
が
肝
要
と
繰
り
返
し
申
し
伝
え
、
さ
ら
に
「
関
東
其
外
隣
国
面
々
」
に
対
し
「
入
魂
次
第
」
「
申

次
」
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
秀
吉
の
書
状
か
ら
も
、
木
村
派
遣
の
意
図
や
内
容
を
な
お
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
間

の
事
情
は
、
家
康
が
上
洛
し
た
直
後
、
新
発
田
氏
が
攻
め
落
と
さ
れ
た
後
の
同
年
～
一
月
四
日
付
で
景
勝
に
秀
吉
が
送
っ
た
書
状
か
ら
窺
え
る
。

　
　
　
　
⑬

　
門
史
料
1
3
】

　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
村
）
（
吉
清
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
重
家
）

　
就
関
東
面
難
儀
、
森
弥
一
右
衛
門
尉
差
遣
候
、
則
新
発
韻
事
、
被
免
置
、
国
一
豊
郷
有
之
而
、
関
東
へ
動
之
刻
、
人
数
等
一
廉
鱗
被
難
儀
、
可
然
候
と
被
仰

　
　
出
候
之
処
、
被
得
平
意
、
新
発
田
可
被
免
二
被
相
定
訳
、
木
村
弥
一
右
衛
門
尉
懇
申
候
、
但
、
以
～
書
、
新
発
田
型
物
妊
由
、
木
村
具
申
理
念
、
御
者
、
家
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康
右
之
分
候
ヘ
ハ
、
関
東
へ
之
人
数
も
不
興
越
、
無
事
二
可
仕
候
由
、
家
康
へ
信
仰
出
候
条
、
此
上
者
、
新
発
田
儀
、
可
謡
講
果
事
、
専
一
候
、
物
好
之
段

　
者
、
景
勝
計
二
非
申
思
慮
、
彼
下
人
之
緩
怠
者
之
儀
候
条
、
年
月
を
被
送
候
て
も
、
、
新
発
田
事
者
、
可
被
刎
首
候
、
是
以
後
、
何
た
る
儀
申
越
候
共
、
八
幡

　
大
井
不
可
許
容
候
、
其
方
之
為
を
被
思
召
二
付
而
、
国
を
～
篇
二
落
度
と
被
思
召
愛
蘭
、
新
発
田
陀
言
之
儀
、
折
々
蔵
書
出
候
つ
る
、
更
新
発
田
を
不
便
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
．
長
盛
）
　
　
　
　
　
　
（
三
成
）

　
も
不
思
召
候
、
可
被
成
其
意
候
、
猶
増
田
右
衛
門
尉
・
石
田
治
部
少
輔
・
木
村
弥
　
右
衛
門
尉
面
申
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秀
吉
）

　
　
　
十
一
月
四
日
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
勝
）

　
　
　
　
　
　
　
上
杉
少
将
と
の
へ

　
こ
こ
に
は
「
関
東
之
儀
」
に
つ
い
て
木
村
を
派
遣
し
た
こ
と
、
新
発
田
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
「
並
置
」
か
れ
、
「
国
一
篇
」
に
し
、
「
関
東
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

へ
の
軍
事
動
員
の
と
き
「
人
数
」
を
「
一
廉
」
連
れ
ら
れ
る
の
が
し
か
る
べ
き
と
す
る
秀
吉
の
意
図
が
開
陳
さ
れ
て
い
る
。
結
局
新
発
田
討
ち

果
た
し
を
命
じ
た
こ
の
書
状
の
後
半
で
も
、
い
い
わ
け
が
ま
し
く
「
其
方
之
為
を
被
思
召
配
付
而
、
国
を
一
篇
二
葉
度
と
被
思
召
候
而
」
と
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
交
渉
の
過
程
で
新
発
田
が
「
物
好
」
き
を
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
家
康
が
上
洛
し
、
秀
吉
に
臣
従
し
、
「
関
東
へ
之

人
数
」
を
「
差
越
」
す
事
態
は
去
っ
た
い
ま
、
「
物
好
」
を
す
る
新
発
田
を
「
討
果
」
さ
れ
る
こ
と
は
「
専
一
」
だ
と
、
景
勝
の
新
発
田
討
伐

を
容
認
す
る
の
で
あ
る
。

小

括
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天
正
一
四
年
の
「
真
田
成
敗
」
「
新
発
田
問
題
」
を
取
り
上
げ
、
藤
木
氏
の
い
う
「
惣
無
事
令
」
と
い
う
政
策
基
調
に
肢
行
ず
る
事
例
を
み

て
き
た
。
そ
こ
で
の
秀
吉
の
方
針
は
、
「
真
田
成
敗
」
に
あ
っ
て
は
家
康
と
の
「
和
与
」
を
如
何
に
成
立
さ
せ
る
か
と
い
う
要
請
の
も
と
に
、

真
田
は
「
表
裏
者
」
と
し
て
切
り
捨
て
ら
れ
、
ま
た
「
新
発
田
問
題
」
は
、
「
家
康
成
敗
」
が
秀
吉
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
で
あ
る
時
点
で
は
、

新
発
田
を
赦
免
し
、
越
後
国
の
「
一
篇
」
を
は
か
り
、
「
関
東
へ
動
」
の
と
き
景
勝
の
軍
勢
に
新
発
田
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
と
が
、

「
新
発
田
赦
免
」
の
方
針
を
と
ら
せ
た
の
で
あ
り
、
「
新
発
田
討
ち
果
た
し
」
へ
の
転
換
は
、
上
洛
に
よ
る
家
康
の
臣
従
に
よ
っ
て
「
関
東
へ



ギ惣無事」はあれど「惣無事令」はなし（藤井）

動
」
の
必
要
が
ひ
と
ま
ず
消
滅
し
た
こ
と
で
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
藤
木
氏
の
豊
臣
政
権
の
政
策
基
調
た
る
「
惣
無
事
令
」
の
姿
は
確
認
で
き
な
い
。

①
（
天
正
｝
三
年
）
一
〇
月
一
七
日
付
秀
吉
書
状
『
真
田
家
文
書
睡
上
、
八
号
。

②
（
天
正
＝
二
年
）
＝
月
一
九
日
付
秀
吉
書
状
「
松
丸
憲
正
氏
所
蔵
文
書
扁

　
『
大
日
本
史
料
盛
一
一
編
二
二
。

③
　
　
（
天
正
一
四
年
）
正
月
八
日
付
真
田
昌
幸
宛
秀
吉
重
扇
写
「
長
國
寺
殿
御
事
蹟

　
稿
」
『
神
奈
川
県
史
徳
資
料
編
三
下
九
五
五
六
。
た
だ
し
、
『
神
奈
川
県
史
㎏
は
、

　
こ
れ
を
天
正
｝
八
年
の
も
の
と
す
る
。

④
『
当
代
冬
山
天
正
｝
四
年
正
月
二
七
日
条
に
「
秀
吉
公
家
康
公
海
入
魂
、
信
雄

　
周
崎
ま
て
来
臨
、
家
康
自
浜
松
出
向
対
面
給
、
双
方
快
然
」
と
み
え
る
。

⑤
（
天
正
一
四
年
）
二
月
三
〇
日
付
秀
吉
書
状
「
真
田
文
書
」
『
信
濃
史
料
』
一

　
六
巻
圏
八
七
頁
。
な
お
糊
信
濃
史
料
』
は
本
文
書
を
天
正
一
五
年
と
す
る
も
、

　
「
家
康
事
、
人
質
抱
入
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
正
一
四
年
忌
も
の
で
あ
る
。

⑥
（
天
正
一
四
年
）
八
月
毒
断
付
秀
吉
書
状
「
唐
津
小
笠
原
家
文
書
」
噸
新
修
徳

　
川
家
康
文
書
の
研
究
瞼
六
六
四
頁
。

⑦
（
天
正
一
四
年
）
八
月
九
日
置
秀
吉
朱
印
状
、
徳
川
美
術
館
蔵
。

⑧
（
天
正
｝
四
年
）
九
月
二
五
日
付
上
杉
景
勝
宛
石
田
三
成
・
増
田
皿
盛
書
状
に

　
「
真
田
事
、
菊
瓦
最
前
去
冬
極
出
候
、
表
裏
者
薬
罐
付
而
御
成
敗
之
儀
、
錐
被
仰

　
付
候
、
先
今
度
之
儀
、
被
加
御
遠
慮
候
事
」
と
み
え
る
（
噸
上
杉
家
文
書
』
八
　

　
六
）
。

⑨
『
上
越
市
史
撫
別
編
2
上
杉
氏
文
書
集
二
、
一
九
〇
頁
参
照
。

⑩
（
天
正
一
五
年
）
八
月
【
三
日
付
で
新
発
田
方
の
小
田
切
倶
藁
囲
に
宛
て
て
会

　
津
の
芦
名
義
広
が
送
っ
た
書
状
（
「
反
町
英
作
氏
所
蔵
」
門
上
越
市
史
隔
別
編
二
一

　
五
五
一
頁
）
に
は
「
景
勝
出
張
議
定
候
哉
、
尤
其
聞
得
候
、
因
之
、
人
衆
・
鉄
炮

　
相
遣
候
、
可
心
安
候
」
と
あ
り
、
芦
名
義
弘
が
新
発
田
郷
を
支
援
し
て
い
た
こ
と

　
が
確
認
で
き
る
。

⑪
　
　
四
上
杉
家
文
書
撫
八
一
四
。
矢
部
氏
は
、
こ
の
書
状
を
も
っ
て
、
景
勝
が
こ
の

　
年
の
「
新
発
田
攻
め
を
中
断
忘
し
た
と
さ
れ
る
が
（
第
二
章
注
⑫
）
、
恐
ら
く
こ

　
の
秀
吉
書
状
は
、
一
〇
月
一
日
の
段
階
で
は
景
勝
の
も
と
に
は
到
達
し
て
お
ら
ず
、

　
景
勝
の
新
発
田
攻
め
中
断
は
景
勝
独
自
の
判
断
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

⑫
噸
上
杉
家
国
瀧
晶
八
一
五
。

⑬
魍
上
杉
家
文
書
臨
八
一
八
。

⑭
矢
部
氏
は
、
こ
の
書
状
か
ら
「
先
に
秀
吉
は
木
村
吉
清
を
上
杉
方
に
遣
わ
し
、

　
関
東
の
後
北
条
氏
ら
と
対
峙
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
新
発
田
氏
を
赦
免
す
る
よ

　
う
伝
え
て
い
た
。
し
か
し
、
後
に
吉
清
が
新
発
田
氏
の
不
穏
な
動
向
を
秀
吉
に
伝

　
え
た
た
め
、
秀
吉
は
関
東
へ
の
出
兵
を
止
め
、
門
無
事
」
の
実
現
を
家
康
に
命
じ

　
た
」
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
秀
吉
が
景
勝
の
も
と
に
木
村
吉
清
を
派
遣
し
た
九
月

　
初
旬
の
段
階
で
は
、
同
年
九
月
一
　
日
付
で
増
繊
長
途
・
石
田
三
成
・
木
村
吉
清

　
が
新
発
田
方
の
道
寿
斎
・
梅
津
源
右
衛
門
・
遊
閑
斎
に
送
っ
た
連
署
状
（
「
筑
摩

　
安
曇
古
文
書
黒
川
上
越
市
史
輪
重
編
2
五
三
二
頁
）
に
「
来
春
者
関
東
為
御
見
物
、

　
属
国
　
御
動
座
候
条
、
上
意
可
然
候
様
、
御
覚
悟
専
一
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
秀

　
吉
は
、
天
正
一
五
年
春
の
関
東
へ
の
動
座
を
予
定
し
て
お
り
、
「
国
里
の
コ
篇
」

　
「
平
均
」
の
必
要
性
は
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
秀
吉
が
方
針
転
換
し
て
景

　
勝
に
新
発
田
討
伐
を
命
じ
た
の
は
、
新
発
田
の
不
穏
な
動
向
が
直
接
の
理
由
で
は

　
な
く
、
家
康
が
上
洛
し
、
門
関
東
之
儀
駄
が
家
康
に
委
任
さ
れ
た
こ
と
で
、
秀
吉

　
の
関
東
へ
の
動
座
が
な
く
な
り
、
結
果
と
し
て
新
発
田
討
伐
が
命
じ
ら
れ
た
と
す

　
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
矢
部
氏
は
、
上
杉
景
勝
の
薪
発
磁
攻
め
を
藤

　
木
山
の
い
う
秀
吉
の
「
惣
無
事
」
政
策
に
基
づ
い
た
「
公
戦
扁
と
位
置
づ
け
る
が
、

　
先
述
の
よ
う
に
「
惣
無
事
」
自
体
が
個
別
的
・
時
事
的
で
あ
り
、
藤
木
氏
の
「
惣

　
無
事
令
」
論
が
成
立
し
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
公
戦
扁
論
も
成
り
立
た
な
い
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
藤
木
氏
は
東
国
諸
領
主
に
あ
て
た
＝
～
月
三
日
付
の
直
書
に
「
惣
無
事
令
」
を
発
見
し
、
「
こ
れ
ら
の
秀
吉
直
書
の
要
旨
を
か
り
に
惣
無
事

令
と
略
称
し
」
と
提
案
し
た
。
し
か
し
こ
の
直
書
自
体
の
「
要
旨
」
は
、
家
康
に
「
関
東
奥
両
国
迄
惣
無
事
之
儀
」
あ
る
い
は
「
関
東
惣
無
事

之
儀
」
を
命
じ
、
違
背
す
る
も
の
は
成
敗
す
る
旨
を
伝
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
で
は
な
く
、
「
令
」
と
は
言
い
難
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
氏
は
、
そ
れ
を
「
ひ
ろ
く
関
東
・
奥
羽
に
わ
た
る
天
下
一
統
の
実
現
を
め
ざ
し
て
発
し
た
大
き
な
停
戦
命
令
」
と
、
広
域
的
・
持
続
的
性
格

を
も
つ
「
令
」
へ
と
さ
ら
に
拡
大
解
釈
し
た
。
こ
こ
に
、
氏
の
「
惣
無
事
令
」
論
が
当
初
か
ら
抱
え
込
ん
だ
大
き
な
問
題
点
が
あ
っ
た
。

　
戸
谷
穂
高
氏
・
竹
井
英
文
氏
が
い
う
よ
う
に
「
惣
無
事
扁
と
い
う
用
語
は
、
「
和
睦
」
「
和
与
」
の
意
で
東
国
の
こ
の
時
期
特
有
の
も
の
で
あ

り
、
藤
木
氏
が
い
う
「
惣
無
事
令
の
趣
旨
」
を
内
容
と
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
秀
吉
の
直
書
に
あ
る
「
惣
無
事
之
儀
今
度
家
康
二
影
藤
付
候
」

の
意
は
、
家
康
に
抗
争
当
事
者
間
の
和
睦
の
伸
介
を
命
じ
た
も
の
で
、
藤
木
氏
が
い
う
「
「
惣
無
事
之
儀
」
の
執
達
を
徳
川
家
康
に
命
じ
た
」

も
の
で
は
な
く
、
か
つ
秀
吉
は
抗
争
当
事
者
に
自
ら
「
惣
無
事
」
を
命
じ
て
も
い
な
い
。

　
さ
ら
に
、
秀
吉
の
直
書
は
、
石
田
三
成
や
富
田
一
白
へ
の
書
状
へ
の
返
書
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
、
関
東
・
奥
羽
に
「
ひ
ろ
く
」
出

さ
れ
た
も
の
で
も
な
く
、
地
域
的
に
も
す
べ
て
を
対
象
と
し
た
も
の
で
も
な
い
。

　
秀
吉
が
か
か
わ
っ
た
「
惣
無
事
」
を
検
討
し
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
的
・
時
事
的
な
も
の
で
あ
り
、
藤
木
氏
が
想
定
さ
れ
た
広
域
的
か

つ
持
続
性
の
あ
る
「
令
」
の
姿
を
そ
こ
に
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
佐
々
木
氏
・
竹
井
氏
の
論
証
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
天
正
一
四
年
と
さ
れ

「
惣
無
事
令
」
の
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
北
条
氏
政
論
の
徳
川
家
康
書
状
が
秀
吉
の
関
白
就
任
以
前
の
天
正
一
一
年
の
も
の
と
確
定
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
「
惣
無
事
令
」
の
も
つ
「
領
土
高
権
」
の
掌
握
が
秀
吉
の
関
白
就
任
に
よ
る
と
す
る
藤
木
氏
の
理
解
は
、
否
定
さ
れ
き
ら
な
い
ま
で
も

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
藤
木
氏
の
「
惣
無
事
令
」
を
前
提
と
し
た
と
き
、
そ
れ
に
肢
行
・
逸
脱
す
る
事
例
が
あ
る
こ
と
を
、
「
真
田
成
敗
」
「
薪
発
田
間
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題
」
で
論
じ
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
広
域
的
・
持
続
的
な
「
令
」
の
存
在
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。

　
藤
木
氏
の
「
惣
無
事
令
」
論
は
、
中
世
社
会
か
ら
近
世
社
会
へ
の
転
換
を
「
平
和
令
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
い
た
こ
と
で
、

多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
き
た
が
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
「
惣
無
事
」
と
い
う
用
語
は
あ
る
が
、
藤
木
氏
が
概
念

化
し
た
「
惣
無
事
令
」
は
存
立
し
え
な
い
と
考
え
る
。

　
今
後
、
「
惣
無
事
令
」
で
は
な
く
「
惣
無
事
」
を
、
秀
吉
の
天
下
統
一
過
程
の
な
か
に
如
何
に
位
置
づ
け
る
か
が
当
面
の
課
題
と
し
て
残
さ

れ
る
と
と
も
に
、
藤
木
氏
が
「
惣
無
事
令
」
を
提
起
す
る
に
あ
た
っ
て
そ
も
そ
も
課
題
と
し
た
豊
臣
政
権
の
歴
史
的
位
置
の
解
明
も
よ
り
大
き

な
課
題
と
な
ろ
う
。

［
付
記
］
　
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
C
）
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
　
部
で
あ
る
。

（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）

ヂ惣無事」はあれど「惣無事令」はなし（藤井）
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A　General　Peace　Prevailed，　but　No　Order　for　a　General　Peace

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　was　ever　lssued．

by

FuJII　Joji

　　In　examining　theory　of　the　S6bujirei　（Oyder　for　a　Genera1　Peace），　which　was

first　proposed　by　Fujiki　Hisashi　in　1978，　1　focus　on　its　character　as　an　order　（ret）

and　then　consider　the　validity　of　the　theory．　1　begin　by　yeviewing　Fujitd’s　eriginal

theory　of　the　Sdbujirei　and　later　studies　based　on　the　theory．　Then，　in　regard　to

the　letter　of　Hideyoshi，　in　which　Fujilti　first　discovered　the　term　“S6bujirei，”　1　in－

terpret　the　meaning　of　the　term　soMbul’i　（general　peace）　and　its　context　within　the

wording　of　the　letter　and　also　examine　the　signlficance　of　the　letter　as　a　yeply．　I

point　out　that　Fujild’s　situating　it　as　“an　order　for　a　great　ceasefire　that　was　issued

to　affect　broadly　Kant6　and　the　Ou　regioR　and　aimed　at　bringing　about　nationai

unity”　cannot　be　sustained．　Furthermore，　1　concretely　analyze　examples　of

Hideyoshi’s血volvemen宅面other　instances　of　sδδゆ，　and　conf㎞that　aH　were附田

dividual　cases　for　a　limited　time　and　that　the　existence　of　a　long－term，　wide－

rangir｝g　“order”　as　supposed　by　Fujild　cannot　be　discerned．　Finally，　1　point　out　ex－

amples　of　events　that　do　not　conform　to　Fujilri’s　theory　of　the　S6buji　ei，　casting

doubt　on　the　existence　of　a　wide－ranging　and　1ong－term　order．　I　conclude　on血e

basis　ofthis　examination　that　Fujilti’s　theory　of　the　Sdbujirei　is　invalid．

The　Mobilization　of　the　People　of　Ch6shti　Domain　and　True　Pure　Land

　　　　　　Buddhism　during　the　Last　Stage　of　the　Tokugawa　Bakufu

by

UENo　Daisuke

　　This　study　examines　the　roie　of　True　Pure　Land　Buddhism　U6do　ShinshU），　both

in　terrns　of　its　organization　and　doctrine，　in　the　mobdization　of　the　people　of　the

Ch6sha　domain　in　the　last　stage　of　the　Tokugawa　Bal〈ufu．　By　the　term　“the　peo－

ple”　1　refer　here　to　the　subordinate　classes，　peasants　（farming，　fishing　and　moun一
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